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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第六、一章　メイドを追え　１～The hunt for Maid1～










　リーラ率ひきいる第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーが経営するメイド喫きつ茶さは、数日の休店をおいて再開した。本職のメイドが働く店は予想以上に知ち名めい度どがあったらしく、休み中もひっきりなしに電話がかかっており、留る守す番ばん電話がパンクしていた。そして開店前には常じよう連れん客きやくがずらりと並ならび、整理に一ひと苦く労ろうする有あり様さまであった。


　店が開いてからも客はひっきりなしに現われ、メイドたちはそれこそ目の回るような忙いそがしさである。バイト扱あつかいで働いている宮みや間ま夕ゆう菜なも、それは同じであった。


　休きゆう憩けい時間。夕菜は奥おくにある更こう衣い室しつで、野や菜さいジュースを飲みながら身体からだを休めていた。


「宮間様」


　声がかかり、彼女は顔を上げる。音もなく入ってきたのはリーラであった。


「なんです？」


　夕菜はあえて、素そっ気けなく返事をした。


　リーラは微笑ほほえんでいる。銀ぎん髪ぱつの完かん璧ぺきメイドは「笑顔こそが人の心を癒いやす」と信じて疑うたがわない。中ちゆう隊たいのテーゼであるという。夕菜も同感ではあるが、憎にくい女のやることなので、腹はらを立てる度合いに変化はなかった。


「お疲つかれのようでしたら、もうあがっても結けつ構こうですよ」


「別に疲れていません」


　本当はしんどさもあったが、ここで認みとめては女がすたる。


「少し休んでいただけです。すぐに店内に戻もどります」


「無理をされなくても」


「平気です」


　接せつ客きやくよりも、むしろ数日前の戦せん闘とうに原げん因いんがあった。夜や間かんにブランデンブルク部隊と一戦交まじえたことが、やはり疲ひ労ろうとして残っているのだ。


　もちろん、このことは表に出せない。リーラも戦っていたのだ。しかも指し揮き官かんであり、疲労度は夕菜を遥はるかに上回っているはず。なのに平へい然ぜんとしているのだから、負けてはいられない。


「宮間様のおかげで、敵を殲せん滅めつすることができました。感かん謝しやしております」


「余よ計けいなお世せ辞じはいりません」


「本音です」


「ふん」


　夕菜はそっぽを向いた。


　数日前、ブランデンブルク部隊を撃げき退たいすると、リーラは即そく座ざの逆ぎやく襲しゆうを下か命めいした。敵てきの戦意喪そう失しつをはかり、戦闘能力が低下しているところを狙ねらって反撃する。スケールこそ違ちがうが、やることはエーリッヒ・フォン・マンシュタインもメイドの長おさも変わらない。敵を上回る発想と機動力こそが勝利への鍵かぎであった。


　ブランデンブルク部隊の本ほん拠きよ地ちは、隅すみ田だ川がわ沿ぞいにある倉庫であった。精せい密みつ機き器きの荷に揚あげと保ほ管かんを請うけ負おっているところで、リーラによると「ＭＭＭ傘さん下かの系けい列れつ会社の一つ」とのこと。


　わずか一個小隊のみによる逆襲劇であったが、てきめんに効果的であった。サブマシンガンのみで武ぶ装そうしたメイドたちは、夕菜の魔ま法ほうで倉庫のシャッターを破は壊かいすると閃せん光こう弾だんを投げつつ侵しん入にゆう。残っていたブランデンブルク部隊の隊員と機材の押おう収しゆうに成功した。


　倉庫にあった機材は武器だけではなく、都内各学校、サービス業の制せい服ふく。学生証、各企き業ぎようのＩＤカードが山積みしてあった。しかも顔写真と名前が空くう欄らんになったパスポートと免めん許きよ証しようまで用意されており、同行した夕菜を呆あきれさせた。


　捕ほ虜りよにしたブランデンブルク部隊員の尋じん問もんは、リーラが直じき々じきにおこなった。それによって日本国内に潜せん入にゆうしたほぼ全員を捕とらえることができたが、指揮官だけは行方ゆくえ不ふ明めいであった。


　指揮官の名前も不明。これだけはどの捕虜も、頑がんとして口を割らなかった。ようやくある捕虜だけが、


「名前はわたしたちも知らない」


　と白はく状じようした。


「単に指揮官とだけ呼ばれている。階級は少佐ハウスパーラーメイドだ」


　彼女はそれだけを告げた。これ以上は本当に知らないらしく、リーラも尋問を打ち切った。


「しばらくはこれで、反主流派の動きも大人しくなるでしょう」


「じゃあわたしは、もう必要ないですね」


　夕菜は縁えん切きり宣せん言げんをするつもりだった。本ほん音ねでは、リーラの下で働いたりメイド共に囲まれるのは御ご免めんなのである。「国連が国際メイド禁止年とか制定しないかしら。今後千年分くらい」と思っているくらいなのだ。


　しかしリーラはしれっと、


「いいえ。宮間様にはもうしばらく働いていただきます」


「なんですって!?」


　夕菜は跳とび上がった。


「わたしにまだメイドをやれと言うんですか!?」


「宮間様は当店でも一、二を争うメイドです。ここで辞やめられては、お客様ががっかりなされますから」


「それはリーラたちの都つ合ごうです。わたしは関係ないでしょう！」


「いえ。もはや宮間様も、当店のメイドと見られておりますので」


　彼女は背はい後ごになにごとか合図をした。そこにはいつの間にかネリーが立っており、両手で抱かかえたノートパソコンを差し出す。


「こちらをご覧らんになってください」


　リーラがパソコンを起き動どうさせ、インターネットのサイトを呼び出した。


　メイド喫茶に通っている人のブログであった。スポンサーが付いているらしく、かなり本格的だ。毎日更こう新しんしているらしい。


　そこに「現在人気のメイドさん」コーナーがあった。


　リーラがカーソルを動かしてクリックする。ランキングが現われた。


　トップはリーラであった。そして二位が夕菜。


　この二人は、他者を圧あつ倒とう的てきに引き離はなしていた。付けられているコメントを見てみると、当初はリーラがダントツだったのだが、彗すい星せいのように出現した（と書いてある）夕菜が、肉にく薄はくしているのであった。


　内容もまた凄すごい。大人のドイツ人メイドと十代日本人メイドのツートップなどと書かれている。メイド喫茶でこの二人のサービスを受けないのは人生の失敗とまであるのだ。おまけにどこぞのマニアックサイトでは、リーラと夕菜がいけない関係にふける妄もう想そう小説までアップされているらしい。


「……なんですかこれは!?」


「もはや宮間様は、当店に欠かかせない存在となりました」


「知りません。わたしは学生でメイドではないんですよ!?」


「年ねん齢れいは問題ではありません。我わが中隊にいたマルレーネ大尉ハウスキーパーは、中隊長就任時に十五歳さいで初等教育を受けておりました。要はメイドとして力があるかどうか、です」


「わたしがメイドに向いてるわけないでしょう」


「そんなことはありません」


　リーラがにこりとする。


「宮間様は素す晴ばらしい素そ質しつを持ったお方です。わたしが保ほ証しようします」


「そんな先さき物もの取とり引ひきの勧かん誘ゆうみたいな保証はいりません。もうメイドなんかやりませんから」


　夕菜は宣言したが、銀ぎん髪ぱつメイドは聞き入れてくれなかった。


「ブランデンブルク部隊の指揮官が逃とう亡ぼう中ちゆうなのはご存じですよね」


「それがどうかしましたか」


「もしかしたら単たん独どくで、捨て身の攻こう撃げきをしてくるかもしれません。警けい戒かいが必要です」


「すればいいじゃないですか」


「宮間様が必要です」


　和かず樹きを守るのを手伝え、ということだ。


　確かに和樹に危き害がいを加えようとする（ついでに好こう意いを示そうとする）女性を察さつ知ちする能力は、夕菜が一番優すぐれている。女の勘かんが限界まで研とぎ澄すまされているのだ。だがそれをリーラに利用されている気がして、どうにも癪しやくだ。


「……まだわたしは、あなたの下につかなきゃならないんですか」


「式しき森もり様のためですよ」


「…………」


　そう言われると弱い。こっちはリーラ以上に和樹に尽つくしているつもりである。


　夕菜はそっぽを向きながら喋しやべった。


「分かりました。協力します。でも、いつまでもこの店にいませんから」


「結けつ構こうです。ご協力、感謝します」


　リーラはあくまで、柔やわらかな態度を崩くずさない。


「……ふんだ」


　彼女は鼻を鳴らして、せめてもの抵てい抗こうをした。





　　　　○





　そんな訳わけで、夕菜はさらにバイトを続けることになった。


　美人のドイツ人メイドと可愛かわいらしい日本人メイドの噂うわさは、それ系けいの業界に野火となって広がっていった。元より美女美少女に目のない人間が揃そろっている。メイド喫きつ茶さには連日大勢の客が訪おとずれ、押おすな押すなの大盛せい況きようであった。


　夕菜はその日も「いらっしゃいませお客様」と接客に精せいを出していた。


　ところでこの店では、客を「ご主人様」とは呼ばない。


　第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーにとって、ご主人様とはあくまで和樹一人のことである。客はあくまで客なのだ。そのため「異い端たん」と称しようするメイド喫茶専門サイトもあるが、人気にかげりはなかった。


　なお彼女たちが和樹のことを、直接的には「ご主人様」と呼ばず「式森様」と呼んでいるのは、誓せい約やくをすませていないからである。事実上の主人とはいえ、そのあたりはしっかりしている。もっとも夕菜は、「リーラが和樹さんを『式森様』と呼んでいるのは、もっと別の感情からです」と見み抜ぬいたりもしているのだが。


　ともあれ、今の夕菜はメイド喫茶の一員である。次々にやってくる客を、テーブルに案あん内ないしていた。


「どうぞこちらへ」


　笑え顔がおを見せながら接客。リーラに言われなくても分かっていた。


「ご注文は？」


「コーヒーとチーズケーキを」


　若い男性である。なんだか慣なれていそうな客であった。注文によどみがないから、常連だろう。


　夕菜は注文を覚える。ここはその場で伝票に書いたりしない。


「あの……メイドさん」


「はい？」


「ここの店って、イベントはやってないんですか？」


「イベントですか……」


　夕菜は首をかしげた。催もよおし物はあるのだろうか。そもそも、喫茶店でイベントってなんだ。


「しばらくお待ちください。上のものに聞いて参ります」


　そう伝えてから後こう悔かい。上のものって。まるでリーラを上じよう司しだと認みとめたみたいだ。


　銀髪メイドは厨ちゆう房ぼうにいた。注文を次から次へとさばいている。部下に指示し、自分も動いていた。


　ここの料理にインスタントや冷れい凍とう食品はない。全すべて食材から作りあげているのだ。そのため下へ手たをすると客をかなり待たせてしまうのだが、手て際ぎわの良さと人じん海かい戦せん術じゆつでこなしていた。これは第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーだからできることで、人件費をどう削さく減げんしようか悩なやむ普ふ通つうの店てん舗ぽでは無理だ。


　ケーキ類も全て手作りである。「手作り風」という業務用ケーキが存在しているのだが、ちゃんと一から作っていた。


　夕菜はオーダーを伝える。それから訊きいた。


「リーラ。この店はイベントってやってるんですか？」


「はい？」


「イベントです。なんのことか、わたしにも分からないんですけど」


「ああ」


　リーラは少しだけ黙もつ考こうしてから、答えた。


「メイド喫茶におけるイベントとは、ゲームのキャラクターや他のコスチュームを着用することです。当日限定でカードを配ったり、特別な写真撮さつ影えいをおこなったりします」


「他のコスチューム？　メイドなのに？」


「そういう店もある、ということです」


「ずいぶん詳くわしいんですね」


「ここを開店する直前まで資料を集めていました。……当店ですが、そのようなイベント自体は考えておりません」


　彼女は言った。それよりも日ひ頃ごろのサービスを充じゆう実じつさせたいとのこと。納なつ得とくいく話ではある。


「ただ、常連様のみの特別な日は考えておりますが……」


「それ、なんです？」


「いつも来てくださるお客様だけ限定で、ゆっくりしていただこうという企き画かくです。最近は当店も時間制限を設もうけざるを得ませんので」


　ちょうど告こく知ちをするところでした、とリーラ。夕菜は「お客様に伝えます」と言って厨房を離はなれた。


　はっと気づいて振ふり返る。


「もしかしてそれ……和樹さんも呼ぶんですか？」


「もちろんです。わたしたちの主あるじですから」


「……余計な台詞せりふはいいんです」


　と彼女は呟つぶやいた。


　夕菜は店内に戻もどると、さっきの客のところに行って説明した。


　若い男性は目を輝かがやかせた。


「じゃあ、その日に来れば、メイドさんとゆっくりお話しできますね!?」


「ええ」


「シフトを教えてください」


「……はい？」


「メイドさんがお店にいる時間帯です」


　この「メイドさん」が自分をさしてることに、夕菜はようやく気がついた。更こう衣い室しつに貼はりだしてあるシフト表を思いだし、ちょっとうんざりする。実はほぼ毎日出しゆつ勤きんだったのだ。


「多分いると思います」


「開店からですか!?」


「基本的に午後五時過ぎからですが……」


　男性客は満まん面めんの笑えみを浮うかべた。


「絶対に来ます。出勤してください！」


「は……」


「お願いします！」


　強い口く調ちようで言われ、夕菜はつい承しよう諾だくしてしまった。


　それからも来る人間来る人間、ことごとく「イベントはあるのか」「出勤はするのか」と訊きいてきた。どうも事前にどこからか伝わったらしく、マニアはほぼ全員がイベントのことを知っている有様であった。


（なんかみんな、わたしのことばかり訊くんですね。もしやこれは、わたしの自由を奪うばうリーラの陰いん謀ぼう……？）


　もちろん夕菜の人気が高いためだ。だが彼女は、全ての陰謀はリーラ経けい由ゆでやってくると信じて疑わないのであった。


　やはりこの店は艦かん砲ぽう射しや撃げきにさらされるべきだという思いを強くし、接客を続ける。


「ええっと、次のお客様は……」


　待ってる人が書き込む名めい簿ぼのチェック。なにしろ来客数が多いため、外に並んでもらっているのだ。


「風かぜ椿つばき様と神かみ城しろ様……あら」


　風椿玖く里り子こと神城凜りんであった。カウベルが鳴り、店の扉とびらが開く。二人が入ってくる。


　夕菜は優ゆう雅がに腰こしを折った。


「お客様、お待たせいたしました」


「待ったわよー」


「待ちました」


　玖里子と凜は疲つかれたような顔をしていた。


「列が百メートル近く伸のびてるわよ。あれじゃ閉店までに入れない人が出てくるんじゃない？　ある意味客商売としちゃ致ち命めい的てきね」


　玖里子が自分の肩かたを揉もみながら言う。夕菜は中に入るよううながしつつ、


「今日中に入れなかったお客様には、次回の優ゆう待たい券けんを差し上げてますから。お客様は最後まで大事にするのがこの店の方針です」


「優待券ばっかり沢たく山さん出てるんじゃない？」


　夕菜はしばし考える仕し草ぐさ。


「そうですね、数百枚は配ったはずです」


「じゃあ意味ないんじゃ……」


「お一人様の回転を速くして対応しています。あと営業時間の延えん長ちようも決まりました」


　感心する玖里子。


「なるほど……って、それ、夕菜ちゃんのアイディア？」


「そうですけど」


「……なんか馴な染じんでるみたいね」


　夕菜にとって、まことに嬉うれしくない感想であった。


　とりあえず二人を窓まど際ぎわの席に案内。二人がけのテーブルが空あいたところであった。


「ここはなにがお薦すすめなのですか？」


　凜がメニューを眺ながめる。


「コーヒーと紅茶です。豆と茶葉を厳げん選せんしてますから。豆は南米から直輸入、茶葉はインドとスリランカ産です」


「日本茶はないんですか」


「加か賀が棒茶があります」


「ではそれを」


　玖里子も反対側からメニューを見つつ、


「グレープフルーツジュースはある？」


「ありますよ。契けい約やく農家から仕入れた国産で、農薬未使用です。注文を受けてからジューサーで絞しぼるんです。おいしいですよ」


「ちょうだい」


「かしこまりました。本日はミニケーキをサービスでつけさせていただきます」


　にこりとする。席の二人は夕菜をしげしげと見つめていた。


「……なんです？」


「夕菜ちゃん、やっぱ馴染んでるわね」


　玖里子の言葉に、凜も深くうなずいていた。


「……馴染んでませんから」


　と言うものの、自分でもまずいなと思っているところであった。


　彼女は元々、他人に尽くすのが非常に好きなタイプである。大半は和樹に向けられているが、彼以外の人の世話をするのも嫌きらいではない。つまりサービス業に向いているのである。そしてサービス業の究きゆう極きよくともいえる形けい態たいがメイドであった。


（このままじゃ、リーラに取り込まれちゃいます……）


　玖里子と凜のオーダーを厨ちゆう房ぼうに伝えながら、そんなことを考えた。この状じよう況きようから脱だつするにはなにをすべきか。ただ逃にげ出すのは癪しやくだ。どうにかしてリーラに一いち撃げきを与あたえないと。


（みてなさい。いつか臍ほぞを噬かませてやるんですから……）


　部下に指示する銀ぎん髪ぱつメイドを見つつ、夕菜はそんな思いを、心の奥おく底そこに秘ひめていた。





　　　　○





　夜。


　バイトも終わり、夕菜は「お疲つかれ様でした」と言うといち早く店から出た。「リーラと同じ店にいるとろくなことがありませんから」というのがその理由。


　最近は他のメイドから「仕事が終わったら、お茶をしませんか」と誘さそわれることが多くなった。「なんで喫きつ茶さ店てんでバイトをしてるのに、またお茶を飲まなきゃならないんですか」と断っているが、勧かん誘ゆうは結けつ構こうある。特にエルゼ少尉パーラーメイドが熱心だった。


「むしろ私は、他のメイドたちに宮間様の技術を見てもらいたいのです」


　その女教師みたいな風ふう貌ぼうのメイドは言ってきた。


「宮間様は家事技術を全すべて高いレベルでこなします。戦せん闘とうにおいても敢かん闘とう精神と指揮官先登を体現しています。メイドたちのよき手本となるでしょう」


　夕菜はもちろん渋しぶい顔をした。


「わたしがメイドの手本？　正気ですか？」


「宮間様がこの世界に入っていただければ、ＭＭＭも安あん泰たいなのですが」


「もう入ってますよ。メイドたちを潰つぶすために、わたしは日にち夜や努力しています」


　メイドがどうなろうと知ったことではないと、彼女は思っている。むしろこの世から消えてなくなって欲ほしいくらいで、手を貸すなどたとえ地球が公こう転てん軌き道どうから外はずれてもあり得なかった。


　それでもエルゼは、何度か夕菜に、メイドになるよう勧すすめてきた。リーラはなにも言ってこないが、時々「メイドとして見るなら十年に一人の逸いつ材ざいです」と言ったりしている。全員ぐるになって勧誘してるとしか思えない。


（このままずるずるメイドになっちゃったら……）


　あの服を着ることになる。メイド服自体は好きなので、それはいい。メイド服で和樹に奉ほう仕しできればさらにいい。だがリーラの下につくのは最悪だ。


　帰り道を歩きながら思った。今でこそメイドたちは丁てい寧ねい語で話しかけてくるが、ＭＭＭの一員になってしまったら手のひらを返すに違ちがいない。罵ば声せいを浴あびせた上、十等兵とかいう階級にされてこき使われるのに違いないのだ。


（そんな手にのるもんですか）


　軽く手を握にぎって気合いを入れる。気力が湧わいてきた。


　横断歩道を渡ろうとする。直前で赤になったので立ち止まった。流れていく車を、ぼんやり見つめていた。


　やがて青になる。が、彼女は動かない。


「……誰だれだか知りませんが、そこのメイド」


　夕菜は顔を動かさずに言った。


「出てきなさい」


　しばらくして、背はい後ごの闇やみがもそもそ動く。


　スーツを着た、ＯＬ風の女性が現われた。


「そんな格かつ好こうしてもメイドでしょう。遠えん慮りよはいりません。こっちにきたらどうです」


「……どうして分かった？」


「メイドは独どく特とくの匂においがするんです」


　リーラたちとの死し闘とうを繰くり広げているうちに、すっかりかぎ分けられるようになってしまったのである。


　女性は夕菜の隣となりに並んだ。


　顔立ちの平へい凡ぼんな日本人だ。もっとも肌はだの質感が違うので、アジア系の大陸民族なのかもしれない。


「……私はカザフ出身だ」


　と彼女は言った。


「縁えんがあってメイドになった。今はＭＭＭでも重要な役やく職しよくを任まかされている」


「ブランデンブルク部隊でしょう。行方ゆくえ不明ふめいになっている隊長さん」


「分かるのか」


「身分を隠かくすメイドって珍めずらしいですから」


　夕菜は気配を感じたところで、あたりをつけていた。およそメイドは服装を身分証代がわりにする。一いつ般ぱん市民に紛まぎれる格好で、なおかつメイドとなると限られた人間になった。


「わたしになんの用です。メイドだと分かった以上、容よう赦しやはしません」


「ここでどうこうしようというつもりはない」


　彼女は静かに言った。


「話がある」


「メイドの話なんて聞きたくありません」


「悪い話ではない。少しつきあえ」
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　女性は続ける。


「危き害がいは加えない。損そんになる話でもない。こっちは私一人だ」


「……いいでしょう」


　夕菜が承しよう諾だくしたのは、彼女の台詞せりふの中にわずかに焦あせりがあったのを感じ取ったからである。なにをそんなに焦っているのか聞いてみようかと、好こう奇き心しんを持ったのであった。


　女性は夕菜を裏道に案内した。古ぼけたビルの二階に連れて行く。


　店てん舗ぽのようだ。薄うす汚ぎたない看かん板ばんに「チーワン」と書いてある。雀ジヤン荘そうだ。


「潰つぶれた店だ」


　女性は呟つぶやいた。


「セーフティーハウスにはもってこいだ」


　中に入る。電気は通っていないのか、卓たく上じようランプがあるだけ。麻雀マージヤン卓たくのたぐいは置いていない。訊きくと、あれらはもっぱらレンタルなので、業者が持って帰ったとのことだった。


　夕菜は適当な椅い子すに腰こしかけた。


「それで、わたしにどんな用件なんですか」


　女性はショットグラスにブランデーを注いでいた。


「手伝いをしてもらいたい」


「なんのです」


「リーラを潰す」


　と彼女は言った。


「あの女のおかげで、私の部隊は壊かい滅めつした。再建するまでに一年はかかる。せめて復ふく讐しゆうしないことには、気が晴れん」


「…………」


「お前がリーラの元で働いていることは知っている。部下と戦ったこともだ。だが元は敵てき対たいしていた身、あるいは……」


「いいですよ」


「なに？」


　女性がきょとんとする。


「手伝ってもいいと言ったんです。リーラの不ふ利り益えきになることならなんだってします。詳くわしく聞かせてください」


「いや……それはありがたいが……」


　彼女は明らかに戸と惑まどっていた。


「話が早くないか。もう少しためらったりするものだろう」


「なんでリーラを倒たおすのに、わたしがためらわなきゃならないんです」


「お前はリーラのところで働いており、将来有ゆう望ぼうなメイドだと噂うわさされている。将しよう校こうとなるに十分な資し質しつだと……」


「メイドなんか滅ほろんじゃえばいいんです。リーラは特に」


「裏切りになるのだが……」


「裏切りなもんですか。リーラを倒すためなら悪あく魔まとだって手を組みます。さあ、詳しく聞かせてください」


　確かにメイド喫きつ茶さでバイトをしているものの、夕菜の中で矛む盾じゆんはない。リーラを打だ倒とうする目的のためなら、あらゆる手段は正せい当とう化かされるのであった。


「それで、どんな方法を使うのですか。核かくですか。化学兵器ですか。生物兵器ですか」


「……市街地で使うわけにはいかないだろう」


「なんでです。相手も予想していないからこそ、効果的なんですよ」


　純軍事的な思想では正しいが、不可能は不可能なのである。


「今度あの店で、イベントがあるだろう」


　女性が言う。


「それを狙ねらう」


「毒どくでも盛もりますか」


「近い。当日は常じよう連れん客きやくだけではなく、式森和樹も来るはずだ」


「来ますね。リーラが絶対に呼びます」


「店の中で騒そう動どうを起こし、その隙すきに式森を拉ら致ちする。主あるじを失うしなうことは第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーにとって痛いた手でだろうし、なによりリーラの面子メンツが潰つぶれる。隙も生まれるはずだ」


　この考えは、夕菜にも同意できた。リーラは非常に忠ちゆう誠せい心しんが強い。自分が見ている中で和樹がいなくなれば責任を感じ、なにがなんでも取り返そうとするはずだ。焦あせるだろうし、そうなれば狙いやすい。


「毒はどこです」


「人間が毒となる。あらかじめ仕し掛かけられた人物が、私を手引きしてくれればいい」


「誰のことです？」


　彼女はゆっくり夕菜を指さした。


「……いいでしょう。引き受けます」


　熟じゆつ考こうするまでもない。返事は一つしかなかった。


「ところで、あなたの名前は？」


「サラだ」


　本名ではないらしい。カバー用のコードネームだ。


　握あく手しゆを求めてもこなかった。夕菜もする気はないのでどうでもいい。


「どのみち二人だけでは、あまり大がかりなことはできない。当日までは準備に時間がかかる」


「その日まで、わたしは働いていればいいんでしょう」


「そう」


「もっと詳しく聞かせてください」


　夕菜は身を乗り出した。





　　　　○





　数日後。


　第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーの経営するメイド喫茶は、イベント当日を迎むかえた。派は手でな催もよおし物をするわけではなく、日ひ頃ごろの感謝を込めて常連客を招しよう待たいし、ゆっくりしてもらうのである。ケーキ等の食べ物には、いっそう手間がかけられていた。


　祝日だったので、夕菜も朝から出しゆつ勤きんである。忙いそがしく店内を歩き回っていた。


「メイドさん注文を」


「はい」


「お水ください」


「はい」


「おしぼりを」


「はいはい」


　完全招待制なので、新規客が次から次ということにはならないが、その分一人当たりの接客時間が長くなった。皆みなここぞとばかりに、メイドと話そうとするのである。


「あのー、メイドさん」


　夕菜は若い男性に声をかけられた。数日前に質問をしてきた客である。


「写真撮とってもいいですか」


「ええと、それは……」


　ためらっていると、後ろから声が飛んだ。


「構かまいません。本日は写真撮さつ影えい可能となっております」


　答えたのはリーラであった。


「ちょっと、リー……」


「どのメイドでもご自由に撮影なさってください。もちろん特別料金はいただきません。呼びましょうか？」


「じゃあ、お二人で！」


　夕菜とリーラの二人を撮影したいらしい。


「お二人はどのサイトでも人気なんです！　ぜひお願いします！」


「かしこまりました」


　腰こしを折るリーラ。夕菜は彼女をつつく。


「わたしも写真のモデルになるんですか!?」


「もちろん」


「聞いてないですよっ」


「宮間様も当店のメイドなのです。お客様の望みはかなえるべきでしょう」


「メイドじゃないですっ」


　しかしリーラは聞き入れない。わざわざ撮影しやすいところに、夕菜を連れて移動した。無論逃にげ出さないよう、しっかり捕つかまえている。


　男性客はファインダーを覗のぞきながら、


「あの……できれば手を繫つなぐか、腕うでを組んでもらえると色々と……」


「ええっ!?」


　夕菜は抗こう議ぎしそうになったが、リーラはしれっとして承しよう諾だくした。


　指と指をからめる。


（リーラ、わたしにそんな趣しゆ味みはありません！）


　小声で文もん句くを言い続ける夕菜。


（わたしもありませんが）


（だったらやめてください！）


（お客様のご希望ですので）


　リーラの細長い指に触さわられると、妙みようにどきどきする。水洗いも銃じゆう器き操そう作さもするのに、すべすべしていた。


（やめてください、もう！）


　しかもこういうときに限って、客が「もう少し近寄ってもらえると……」なんて言い出す。


「抱だき合った方がよろしいですか」


　リーラがとんでもないことを言う。客がむしろ驚おどろいていた。


「あ、いえ、その……」


（リーラ!!）


　銀ぎん髪ぱつメイドは返事を待たずに夕菜を抱きしめた。女性にしては背が高いので、夕菜は肩かた口ぐちに顔を埋うずめる格かつ好こうになる。


（きゃー！）


　店内がざわついた。さきほどの男性客だけではなく、他の客までカメラ付き携けい帯たい電話を持ってやってきた。


（離はなしなさい、リーラ！　離しなさいってば！　この変へん態たい！）


（お静かに）


（こういうのに慣なれてないんです！）


（わたしはコンベンションセンターで沢たく山さん撮られました）


　シャッター音と共ともにフラッシュがたかれる。店内はあっという間に撮影会の会場と化した。


（宮間様、カメラ目線を）


（ううう……）


　結局夕菜はリーラと共に、その後も写真のモデルをやり続けた。


　客は大喜びだ。美人美少女が抱き合っているのである。いらない妄もう想そうを搔かき立てるのにふさわしい。恐おそらくサイトにアップされるであろう。メイド二人のキャプションと共に。
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（もしや……）


　フラッシュの中で夕菜は考えた。


（こうやってわたしの動きを封ふうじる気では……。どうしようもなくなって、メイドへの道を選ばせようと……！）


　リーラを見上げるが、なにかを企たくらんでいるようには感じられない。だがそこが、余よ計けい怪あやしいのだと彼女は思う。


（リーラはタレイランやフーシェよりも悪あく辣らつです。みすみす引っかかってなるもんですか……！）


　とりあえず今はレンズの前でポーズを取らなければならなかった。


　いきなりの撮影会が終わり、夕菜はかなりぐったりした。写真云うん々ぬんよりも、「リーラと抱き合った」という事実が大きい。


　撮影者たちは実に満足そう。何な故ぜか第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーの面々まで、ぼうっとした目で眺ながめていた。


「メイドさん、これを！」


　撮影を終えた男性客が、夕菜に大きめの包みを差し出した。


「……は？」


「プレゼントです。受け取ってください！」


「はい……」


　あまりに真しん剣けんなので、つい彼女は受け取った。すると、


「僕も受け取ってください！」


「おれのも！」


「私のも！」


　あっちこっちから来るわ来るわ。花束や手作りケーキ、精せい密みつ電子機器まであって、あっという間に夕菜の両りよう腕うでは一いつ杯ぱいになった。


　ほとんど前が見えない。いったん置いてこようと、更こう衣い室しつへ行こうとした。


「宮間様」


　前方から声がかかる。この声は確かネリー。


「お客様がおいでになりました」


「待ってもらってください。大変なんです」


「しかし……」


「うるさいですね。見て分からないんですか」


「式森様ですが」


「えっ!?」


　プレゼントの隙すき間まから覗のぞくと、確かにそこには和樹がいた。後ろにいるのは玖里子と凜。


「かかか和樹さん！」


　プレゼントのせいで跳とび上がらなかったが、危あやうく落としそうになった。


「夕菜、来たよ」


　相変わらずにこやかである。


「あれ、プレゼントもらったの？」


「え……あのですね……」


「男の人？」


　呑のん気きな指し摘てきに、夕菜は狼ろう狽ばいした。


「ププププププレゼントもらいましたけど、別にわたしから欲ほしいって言ったわけじゃなくて、こういう日ですからお客様が色々と……男の人ばかりでしたけど、なにもありませんっていうか関係なくて従業員とお客様以上の関係ではなくて……！」


「へーえ、夕菜は人気あるんだねえ」


　のんびりとした返事である。


「ええ……まあ……」


「なにもらったか、あとで見せてね」


　むっとする夕菜。


「……いいですとも。全部見せちゃいますから、あとで来てくださいっ」


　彼女は「ネリーさん、ご案内をお願いします」と頼たのみ、自分はプレゼントを抱かかえたまま更衣室へと向かう。


　からんからんとカウベルが鳴る。また客が入ってきた。


　横目で扉とびらを見る。女性だった。招しよう待たい状じようをメイドに渡わたしている。


（……来ましたね）


　夕菜は「さあ、戦せん闘とう開始です」と心の中で呟つぶやいた。









　第六、二章　メイドを追え　２～The hunt for Maid2～













　メイド喫きつ茶さはストーカー対たい策さくのため、大なり小なりなんらかの予よ防ぼうをしているものだが、第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーのそれは徹てつ底ていしていた。開店直前には不ふ審しん物ぶつのチェックをし、開店中はメイド自身と隠いん蔽ぺいされたカメラによる警けい戒かい、閉店後には二重三重の防ぼう犯はんシステムで深夜も監かん視ししていた。もちろん店内だけではなく、各メイドたちは車によって送り迎むかえされている。そのコースも毎日変へん更こうする念ねんの入れようであった。


　これはストーカー対策だけではない。むしろ敵てき性せいコスチューム組織による襲しゆう撃げきを警戒している面めんが大きい。実際、ブランデンブルク部隊が襲おそってきたこともある。単なる接客業を越こえたところにメイドたちはいた。


　逆に考えると、襲撃側にとっては厄やつ介かいきわまりないことになる。特に第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーが忠ちゆう誠せいを尽つくしている式しき森もり和かず樹きをさらおうとしているものには、なおのことそう。二十四時間態勢で警戒されては、面めん倒どうなことこの上ない。


　宮みや間ま夕ゆう菜なは更こう衣い室しつにプレゼントを運びつつ、そんなことを考えていた。いつでもリーラたちに敵てき対たいするつもりだが、タイミングが難むずかしい。ブランデンブルク部隊の指揮官サラが入店したものの、へたな動きはメイドたちの疑ぎ念ねんを招まねくことに繫つながった。


（ことは慎しん重ちように運ばないと……）


　プレゼントをロッカーの中にしまおうとした。が、あまりの量に扉とびらが閉まらない。仕方がないので、開けっぱなしにするしかなかった。それでも溢あふれそうなので、床ゆかに置く。


　更衣室内を見ると、やはりあちこちにプレゼントが積まれている。多数の媒ばい体たいで「一流メイドたちの店」と紹しよう介かいされているためか、プレゼントの数も多い。常じよう連れん客きやくもなんとかして気に入ってもらおうと、貢みつぎ物に趣しゆ向こうを凝こらしていた。


　数が多いのはリーラ、次いで夕菜。この二人がダントツで、あとはそれなり（といっても数はある）。ウェブサイトによる口コミ効果はすごく、店先でプレゼントだけを渡わたして帰る客までいた。


　夕菜はこれだけもらっても、嬉うれしいは嬉しいが、それ以上のものはない。やはり和樹からのものが一番なのだ。もっとも肝かん心じんの和樹に、女性にプレゼントをするだけの甲か斐い性しようがないのだが。


　どうやって置こうかと悪あく戦せん苦く闘とうしていると、更衣室の扉が開いた。入ってきたのはリーラであった。


　やはり腕うでに大量のプレゼントを抱かかえている。ざっと見たところ、夕菜よりも多い。


「これは宮間様」


　リーラは自分のロッカーの前に、プレゼントを積み上げた。


「……リーラ。相あい変かわらず人気者ですね」


「お客様にわたしたちの仕事を理解してもらえる。ありがたいことです。……それでも残念ながら、お客様は式森様ではありません」


「和樹さん、プレゼントをするタイプじゃありませんもんね」


「ですが式森様は、わたしたちに笑え顔がおを向けてくださる。それだけで満足です」


　彼女はちらっと目線を夕菜にやった。


「プレゼントは問題ではありません」


「く……」


　和樹からプレゼントはいらない、それでも構かまわないと言われているようだ。さっきプレゼントを欲ほしがっていた自分との違ちがいを見せられているようで、しゃくに障さわる。


　やはりこの女は許ゆるせんと、彼女は強く思った。


「先ほどの撮さつ影えいも好こう評ひようでした」


　とリーラ。


「お客様は、ぜひまたやって欲しいとご要よう望ぼうです」


「じょ……冗じよう談だんじゃありません！」


　反はん射しや的に夕菜は叫さけぶ。


「なんであんな同性愛者みたいなことを！　女同士抱だき合ったって、面おも白しろくもなんともありませんっ！」


「同性愛者への偏へん見けんは好このましくありませんね」


「そういう意味じゃなくて！」


　夕菜は客の要よう望ぼうにより、リーラと二人で写真のモデルをやることになった。それはいいのだが、どうしたことか抱き合ってフレームに収まることになったのである。短時間ならまだいいが、長い間同じようなポーズで、しかも宿しゆく敵てきとも言うべきメイドと抱ほう擁ようしていたのである。屈くつ辱じよく以外の何物でもない。


「ああいう撮影イベントはやらないって言ってたじゃないですか」


「好評でした。自らの不明を恥はじ入るばかりです。メイド服を脱ぬいで着き替がえるのは無理ですが、やってよかったと思っています」


「わたしはちっとも思っていません」


「お客様は大変お喜びでしたので」


「リーラ、あなたは嬉うれしかったんですか！」


「ご冗談を。わたしに変な趣しゆ味みはありません」


「じゃあやらなければいいでしょう」


「そうはいきません。よほど不ふ快かいなことでない限り、お客様のご要望はきちんとかなえるようにしております」


　つまり、自分の趣味趣向は脇わきに置いておくということだ。バイト感覚（実際バイトなのだが）の夕菜と違い、さすがリーラはプロであった。


「また撮影会をしようと思うのですが」


「勝手にやればいいでしょう。この店にはメイドがごろごろしているんですから」


「宮間様が必要なのです」


「はあ？」


　夕菜は「このドイツ人はなにを言ってるのかしら」という顔をした。だが当のリーラは真ま面じ目めである。


「緊きん急きゆうアンケートを取ったところ、メイド姿の宮間様への評ひよう価かが圧あつ倒とう的てきでした。もう一度お願いします」


「わたしは嫌いやです。どうせリーラの方はもっと人気があったんじゃないんですか」


「ないとは申しませんが、わたしは日ひ頃ごろからメイド服を着用しております。普ふ段だん学校の制服でいる宮間様がメイド服だからこそ、要望が強くなったのだと思います」


　リーラは付け加えた。


「わたしから見ても、宮間様のメイド姿すがたは実に様さまになっています。よくお似に合あいです」


「そうですか……」


　夕菜はにこりとしようとして、慌あわてて顔を引き締しめた。危ない危ない。本職から褒ほめられてつい頰ほおが弛ゆるみそうになった。


「そこで、先ほど言ったとおり、お客様の要望が多いのです。数時間後にもう一度おこなうつもりです。お願いします」


「……それとこれとは話は別です。なんであなたと抱き合うんですか。断ことわります」


「宮間様は従業員です。店長の言うことには従したがってもらいます」


「都つ合ごうのいいときだけ雇こ用よう関係ですか。だったら組合を作ってでも反対します」


「ＭＭＭのメイドに組合も評議会ソヴイエトもありません。帝てい政せいロシア軍ではありませんので」


　夕菜はリーラに腕うでを摑つかまれた。引き寄せられる。


「ちょっと！　なにするんですか!?」


「さきほどの撮影会では宮間様に緊きん張ちようが見られました。もう少しリラックスしていただかないと」


　リーラが指を絡からませ、胸むねと胸を寄せた。


「だからってなんでこんなところで！」


「人がいない方が緊張しないでしょう」


「二人っきりの方が緊張します！　人ひと目めがないからって、なにをするつもりなんですか！」


「練習です」


　柔やわらかなリーラの身体からだが、夕菜の全身を包み込もうとしていた。自分とは違った大人の感かん触しよくで、ぞくぞくするような背はい徳とく感かんすらある。


「きゃーっ、変態！」


「人聞きの悪い。わたしには異い常じような趣味はありません。誤ご解かいしないでください」


「これでどう誤解するなって言うんですか！」


「ですから練習です」


「いやー！」


　誤解するなと言われても、リーラ自身が大変な美人である上に、日本人にはないスキンシップの技術を持っているのだ。これでスタイルも完かん璧ぺきなのだから、どうかするとくらくらして全すべてを任まかせてみたくなる。


「宮間様、もっとカメラを意識してください。こう」


　顔をカメラ（があると仮か定ていした）の方向に向けられた。


「笑顔をお忘れなく」


「えーん」


　更こう衣い室しつでこんなことをさせられ、夕菜は半はん泣なきだった。たとえ女性だろうと、和樹以外の人間とここまで抱ほう擁ようするとは、どうかすると自じ殺さつものである。


　ノックの音がする。また更衣室の扉が開いた。


「失礼します……あ」


　やってきたのはネリーであった。夕菜とリーラを見て、戸と惑まどったような態たい度どになる。


「も、申もうし訳わけありません」


「構かまわない。なんだ」


　リーラが抱き合ったまま言う。


「そろそろ式森様への接客をなさらないと……」


「そうだな」


　リーラは和樹へのサービスは、全て自分がおこなうつもりであった。和樹のメイドである以上当然であり、なんら疑問を差さし挟はさむことではない。もちろん夕菜にとっては疑問どころか暴ぼう力りよく行こう為いに等ひとしいことだったが、抱きしめられているせいで効果的な反論ができなかった。


　ネリーは夕菜とリーラを見て、どうしたことか顔を赤らめていた。


「その……お邪じや魔までしたら、式森様にもう少し待っていただくことも可能ですが……」


「馬ば鹿かなことを言うな。ご主人様に待ってもらうメイドがどこにいる」


「は……」


　何な故ぜか意味もなく敬けい礼れいをするネリー。自分の手に気づき、慌あわてて引っ込めていた。


「そ、それと……お客様から、さきほどの撮さつ影えい会をもう一度おこなって欲しいとの要望が強く出ています」


「他の娘こたちは撮影に応じていないのか？」


「やはり中隊長と宮間様のインパクトはかなりのものがあったらしく、希望が弱くなることはない模も様ようです」


「ふむ……」


　リーラはゆっくりと夕菜を離はなした。


「数時間後にするつもりだったが……」


「お断りしましょうか」


「いや」


　銀ぎん髪ぱつメイドが首を振ふった。


「すぐに撮影をおこなうとお伝えしろ。外で待っているお客様はおられないかな？」


「はい。招しよう待たい制せいですから」


「ではお客様のご要望をかなえよう」


　リーラが夕菜の方を向く。


「では宮間様。モデルをお願いします」


「なっ、なんですか。嫌いやだって言ったじゃないですか」


　夕菜は思わず襟えり元もとをおさえた。せっかくリーラから離れられたのにまた抱擁なんて、どれだけ生き恥はじをさらさなければならないのか。


「わたしとモデルになるのが、やはりお嫌なようですね」


「当たり前です」


「では、他のメイドたちとお願いします」


「は……？」


「わたしはモデルから外はずれますので、他のメイドとお願いします」


　夕菜はきょとんとしたが、やがて思い直して叫さけんだ。


「写真のモデルなんかやりたくないって言ったじゃないですか！」


「わたしと一いつ緒しよではありませんよ」


「同じです。撮影なんて……」


「お一人でモデルになられても構いませんが」


「そ、それはもっと嫌です！」


　たった一人でポーズをつけるなんて、考えるだけで顔から火が出そうだった。二人の方がまだ恥はずかしさが紛まぎれるというものだ。


「では二人でお願いします。ご心配なく。バイト代は弾はずみますから」


「当たり前です」


　それから気づいて狼ろう狽ばいする。


「……えっ、わたしがやることは確定なんですか!?」


「頼たのみました」


　リーラはそれだけ告げると、時間の無む駄だとばかりにさっさと出て行ってしまう。夕菜は憤ふん然ぜんとしたものの、いつまでも更衣室に閉じこもっていられないので、渋しぶ々しぶ店内に出て行くことになった。





　店内はさっきまでより、若じやつ干かん混こんだ印象があった。これは一部のテーブルを片付けて撮影スペースにしたためである。客はこの臨りん時じのイベントにも好意的で、デジタルカメラ（カメラ付き携けい帯たい電話も含ふくむ）を構え、撮影開始を今や遅おそしと待ちかまえていた。


　夕菜が店内に戻もどると、客がざわついた。やはり彼女を待っていたらしい。和樹もいるが、呑のん気きに紅茶を飲んでいた。


「宮間様」


　リーラが囁ささやく。


「モデルをお願いします」


「……ふんだ」


　あえて肯こう定ていとも否定ともつかない返事をしてみたが、リーラはいちいち念ねん押おしをしなかった。


　銀髪メイドは、客に告げた。


「ではもう一度撮影会を始めたいと思います。モデルはこちらのメイドと、もう一人……」


　視線をさっと走らせる。


「ネリー」


「はい……？」


　小こ柄がらなメイドが返事をする。


「宮間様のお相手を」


　ネリーはややうつむき加か減げんになったが、「はい」と返事をする。逆に夕菜は驚おどろいた。


（リーラ、ネリーとやるんですか？）


（お二人がいいとおっしゃったので）


（そ、そうですけど……）


（……宮間様、私ではいけませんでしょうか……）


　ネリーが遠えん慮りよしながらも近づいてくる。上うわ目め遣づかいだった。彼女は夕菜よりも背が低い。


（いけないとかじゃなくて……も、もしかして、また抱だき合うんじゃないですよね）


　ネリーはリーラに目をやる。銀髪のメイドは軽くうなずいた。


（そのようです）


（ええー!?）


　ただでさえ女同士の抱擁は気き疲づかれするのに、もう一度とは。今度の相手はリーラの片かた腕うでとも言われているメイドである。


（な、なんで、また抱き合うんですか……。並んで撮とるくらいならまだしも……）


（宮間様……）


「ネリー、お客様がお待ちだ」


「は、はい」


　ぎくしゃくしながら、ネリーが抱きついてきた。


　両手を伸のばしてやってくるあたり、まるで相撲すもうの取り組みだ。夕菜と同じくらい、こういうことに慣なれていないと見える。それでも上官の言うことに従したがうところはＭＭＭのメイド故ゆえか。


（申もうし訳わけありません、宮間様……。こういうことは初めてでして……）


（……仕し方かたないです）


　台詞せりふもなんとなく頼りなさげだ。ネリーは小隊指揮になると無む類るいの勝負強さを発揮するが、家事とも戦せん闘とうとも勝手が違ちがうのだろう。


　なにやら弱々しい妹の世話をしているようで、つい構かまってやりたくなる。


　リーラの時とは逆に、自分から抱きしめた。積極的にではなく、そっとだが。


　ギャラリーからおおっと声があがり、フラッシュがたかれた。


　ネリーは夕菜の肩かた口ぐちに顔を埋うずめつつ、なおも恐きよう縮しゆくしていた。


（すみません……こんな相手までしていただいて……）


（いえ……）


　小柄なメイドは、もぞもぞと身体からだを動かした。


（あの……宮間様……）


（はい？）


（もっと強く抱きしめていただけませんか……？）


（え……）


　焦あせって彼女を見る。と、潤うるんだ瞳ひとみでこっちを見上げていた。


（ちょ、ちょっと……ネリー？）


（ぎゅっと……お願いします）


　ぎゅ。


　力を込こめたのはネリーの方だったが、夕菜はかなり狼ろう狽ばいしていた。リーラ相手とはまた違った意味で泡あわを食っている。あの銀髪メイドは完全に狙ねらってやっていたが、こっちはえらく純じゆん情じようである。本当に「やってほしい」という気持ちがありありとうかがえた。


（宮間様……あの……）


　またネリーが急せかす。夕菜は観かん念ねんして腕うでに力を入れた。


（あ……）


　ネリーが吐と息いきを漏もらした。色いろ気けが混ざっており、夕菜は跳とび上がりたくなる。


（なんですか、今の声は……！）


（気持ちよくて……）


（気持ちって！）


　夕菜の胸に、ネリーは安心して身を委ゆだねている。身体は柔やわらかく、このあたりは日本人も外国人も変わらないと思うが、それどころではない。先ほどまでの妹感覚がどこかに飛びつつあった。


（ですが……宮間様も抱きしめてくださいましたから……）


（へへへへ変なこと言わないでください。これはあくまで演技……モデルになったから仕方なくやってることなんです）


　途と切ぎれることなくフラッシュがたかれており、モデルであることは確かだ。


（ネリーも演技ですよね。ね!?）


（…………）


（返事をしてください!!）


　小こ柄がらなメイドはうっとりと目をつむっていて、子こ猫ねこみたいだ。本当に猫なら楽しむ余よ裕ゆうもあるだろうが、あいにく人間である。


「ネリー、もう少しサービスを」
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　リーラはいかにも物足りないと言いたげだった。


「はい……」


「ひゃっ！」


　背中に回された手が動き出す。夕菜は思わず悲鳴を上げた。客がざわつき、フラッシュの量が多くなる。


（ネネネネネネネリー！　なんですかあなたは！）


（宮間様……素す敵てきです……）


（なにが素敵なんですかー！）


　夕菜は大量の泡を食っていた。いや、泡どころではない。自分の大事なものが色々と危機だ。


　うごめいていた手はだんだん腰こしのあたりに下がっていく。


（ちょっと、やめて！　やめなさい！）


（……はあ……）


（はあじゃないですー！）


　もはや夕菜に笑え顔がおを作っている余裕はなかった。その慌あわてぶりがまたいいらしく、写真撮さつ影えいは終わる気け配はいがない。


（こっ、こんなところ和樹さんに見られたら……）


　怒おこっているのではないだろうか。自分の妻つまが、女とはいえ他人に身体からだをまさぐられているのだ。即そく座ざに別れを告げられてもおかしくない。


（和樹さん……）


　なんとか誤ご解かいを解とこうとして、絶ぜつ句くした。


　和樹は奥おくのテーブルに座すわり、紅茶を飲みつつケーキを食べている。いつの間にかリーラが側そばにおり、甲か斐い甲が斐いしく給きゆう仕じまでしていた。


　一応こっちを見ているものの、にこにこするだけで純じゆん粋すいに面おも白しろがっている。ネリーになにをされようが特に気にならないらしい。おまけにリーラの奉ほう仕しまで満まん喫きつしていた。


（和樹さんっ……！　こんなところでまでへらへらしているなんて！　リーラも余よ計けいなことを……）


　銀ぎん髪ぱつメイドはこっちに視線を寄よ越こそうともしない。


　夕菜は瞬しゆん時じに理解した。これは罠わなだ。自分を和樹から引きはがし、リーラだけが給仕をするための罠。そのために撮影会とネリーを利用したのだ。


　なんて（夕菜から見て）卑ひ劣れつな罠なのだろう。和樹へのサービスは当然こっちでやるつもりであった。そこへリーラは他の客へのサービスを口こう実じつに横よこ槍やりを入れてきた。夕菜を引き離はなすために。


　こうして既き成せい事実を積み上げ、「本当のご主人様」とかなんとか言い出すつもりだ。あの性しよう根ねの腐くさったメイドならいかにも考えつきそうなこと。妄もう想そうとか言われそうだが、これは事実。リーラが絡からんでいる以上、確かつ固こたる事実なのだ。


　頭の中がぐつぐつ煮にえたぎる。頭ず蓋がい骨こつから吹ふきこぼれそうだ。もはや手て加か減げん無む用よう。悪あく辣らつメイドリーラの手から、愛する人を救わないと。


　ネリーの手つきをなんとか五感から追い出し、視線を走らせる。いた。


　地味なＯＬみたいな服装、ブランデンブルク部隊の指揮官サラが、一人でコーヒーを飲んでいた。夕菜が手に入れた招待状で、潜もぐり込こんできたのだ。


　サラもこちらに少しだけ目線をやった。それほど好意的なものではない。ネリーとモデルなんかやっているのだから当然だろう。


（これもリーラを油断させるためと思えば……）


　夕菜はネリーの背はい後ごに回した手をいったん離し、グーの形を作る。それから人差し指と中指を伸のばして、数秒そのまま。そして五本全すべてを伸ばす。


　取り決めた合図だ。指四本だったら今日は見送る。二本なら決行。もちろん夕菜の頭に延えん期きの二文字はない。


　サラが無む言ごんで立ち上がる。メイドにトイレの場所を聞いていた。


　ハンドバッグと大きめの紙かみ袋ぶくろを持ってトイレへと歩いていく。


（……よし）


　夕菜は確かく認にんし、撮影が終わるのを待った。


　フラッシュが一段落してから、声をかける。


「そろそろいいですか？」


　撮影者たちだけではなく、リーラにも聞こえるように言った。へたをすると「その場から離れないでください」と告げられる恐おそれがある。


「そうですね……皆みな様、申し訳ありませんが、撮影は終しゆう了りようさせていただきます」


　リーラが客に言った。若じやつ干かん不満そうな声が上がったものの、特に混乱もなく撮影会は終了した。


　ネリーはまだ抱だきついていたいようだったが、夕菜は強ごう引いんに引きはがした。にこりとして撮影者たちに一礼。拍はく手しゆが上がる。


　それから手近のメイドに「ちょっとすみません」と断ことわってからトイレへ向かった。


　このメイド喫きつ茶さのトイレは男女別になっている。どちらもこまめに掃そう除じされており、清せい潔けつであった。


　女子トイレの扉とびらを開ける。鍵かぎはかかっていない。


「…………!?」


　中にいたサラが身み構がまえた。夕菜は指を唇くちびるに当て、声を低くするよう合あい図ず。


「準備はどうです」


「……順じゆん調ちようだ」


　紙袋を指し示す。薄うすい青の服が顔を覗のぞかせていた。


「あれは？」


「ここに」


　サラが答える。手には小型のＩＣレコーダーを持っていた。


「貸してください」


　夕菜はＩＣレコーダーを受け取ると、再生ボタンを押おして耳に当てる。何回か同じ箇か所しよを聞いてからうなずいた。


「大だい丈じよう夫ぶですね。少しくぐもってますけど、ドア越ごしなら平気でしょう」


「サンプルがなければうまくいかなかった。お前の協力のたまものだ」


「これくらい、なんてことありません」


　サラに返した。トイレ内を眺ながめる。


　小窓に目をやった。上辺が内側に倒たおれるようになっている、よくあるタイプの曇くもりガラスである。


「……あそこから抜ぬけられますか？」


　質問にサラは即そく答とうした。


「無理だな。肩かたの骨ほねを外はずしたサーカスの芸人でも不可能だ。通れるのはネズミくらいだろう」


「窓まど枠わくごと外はずれません？」


「外すには特別な工具がいる。破は壊かいするには音が出る」


「男子用も？」


「恐おそらく」


「じゃあせめて、傷きずをつけておいてください」


「意味がないだろう」


　夕菜は少し笑った。


「あります。時間稼かせぎになればいいんですから。わたしは予定通り行動しますので、あとを頼たのみます」


　そして彼女は返事を聞かずに、トイレを出た。





　店内はまだ撮さつ影えい会の余よ韻いんが残っていた。ネリーはさすがに元の勤きん務むに戻もどっていたが、顔はまだ上じよう気きしていた。


　なるべく彼女と目を合わせないようにして、和樹のテーブルへと近づく。


　彼はチーズケーキを食べていた。脇わきにはリーラが控ひかえている。


　じろりと睨にらんでから、和樹に微笑ほほえみかけた。


「いらっしゃいませ、和樹さん」


　あらためて挨あい拶さつ。「和樹さん」と言ったのは、もちろんリーラに対する当てつけである。このメイドの挨拶は「和樹様」ではなく「式森様」である。「ご主人様」とも呼ばない。そこを下の名前で呼びかけることによって、違ちがいをアピールしたのだ。性別こそ異ことなるが、オスの孔く雀じやくが羽根を広げて、メスへのアプローチを競きそうのに似ている。


「やあ夕菜」


　この男は相変わらず呑のん気きである。


「可愛かわいい格かつ好こうだね」


　メイド服のことだ。下心があるのではなく、純じゆん粋すいに褒ほめている。そもそも下心などという大たい層そうなものを、彼は持ち合わせていない。


　夕菜は頰ほおを赤くした。


「ありがとうございます……和樹さんは楽しんでいますか？」


「リーラがよくしてくれているから」


　寸前までの恥はずかしさがすっ飛んだ。リーラはと見ると、すました顔をしている。


　怒いかりがスクラムを組んでやってくる。内心に押し殺すと、ゆっくり腰こしをかがめる。


「当店のメイドたちは一流です。わたしもうんとサービスしちゃいますから、なんでもお申し付けください」


「う、うん」


　和樹は夕菜が顔を近づけたためか、逃にげ腰になっていた。


　にこやかな表情のまま、声を小さくした。


「和樹さん……」


「な……なに？」


「お腹なか、痛いたくないですか？」


「……え？」


「お腹です。この前学校で、お腹の調子が悪いって言ってたじゃないですか。今も痛そうですから」


「そんなことは……」


　夕菜はじっと和樹の両目を見つめた。目に力を込こめて、瞬まばたきをしない。


　彼はきょときょとし出した。


「えっと……そうだね、ちょっと痛い……かも……」


「大変」


　夕菜はさも驚おどろいたように言う。


「お手洗いにご案内します。こちらへどうぞ」


　ここで自分から和樹の腕うでを摑つかんでは駄だ目めだ。立ち上がるのを待つ。


　和樹は狐きつねに摘つままれたようになりながら、チーズケーキを食べるのを中断した。椅い子すを引く。


「こっちです」


　夕菜が前を歩く。周囲のメイドにはにっこりと会え釈しやく。


「どうぞ」


　男子トイレを指し示す。さりげなく後ろに回り、店内のメイドの視線を塞ふさぐようにする。観かん葉よう植物が目め隠かくし代がわりになっているが、念ねんには念を入れてだ。


　和樹がドアを開ける。「あ」と呟つぶやくのが聞こえる。


　彼は引っ張られるようにして中に入る。夕菜も入って、後ろ手でドアを閉めた。


　狭せまい個室は和樹と夕菜、それにサラの三人となった。


　和樹はびっくりしている。中に先客（しかも女性）がいるのだから当然だ。サラはあらかじめ女子トイレからこっちに移っていた。


　夕菜はなるべく小さく、それでいて早口で言う。


「和樹さん、ここから助けます」


「え？」


「助けますから、少しの間大人しくしていてください」


「助けるって……別になにも」


　されてない、と言おうとしたのだろう。だが全すべて言い切る前に、彼の頭は力を失うしなって前にのめった。


「和樹さん!?」


「心配はない」


　夕菜が慌あわてるが、サラが制せいした。小こ型がたの注ちゆう射しや器きを見せている。


「眠ねむってもらっただけだ。命いのちに別べつ状じようはない」


「でも、和樹さんにこんなことするなんて……！」


「騒さわがれた方が困こまるだろう」


　サラは注射器をポケットに入れると、ＩＣレコーダーになにやら小型の器具を取り付けた。そして紙かみ袋ぶくろを広げる。


「やろう。あとは時間との勝負だ」





　夕菜はトイレから出た。男子トイレからだったが、観葉植物のせいでそのあたりはごまかされていた。


　彼女は肩かたで、スカート姿の女性客を支ささえていた。


「すみません」


　手近なメイドに声をかける。


「こちらのお客様が、ご気分が優すぐれないようなので、お帰りになられます。お見送りしますので」


「あ、でしたら私も」


　手を貸かそうとするのを、やんわり断ことわる。


「大だい丈じよう夫ぶです。厨ちゆう房ぼうのお手伝いをしてください」


　そのメイドは「はい」と返事をして離はなれた。


　やや時間をおいてからサラが出てくる。夕菜は彼女を見ない。


　肩に寄りかかっている女性客は意外と重い。意い識しきが混こん濁だくしているのかぐったりしたまま。夕菜はなんとか一人で、入り口の扉とびらを開けた。





「…………？」


　リーラは店内を見回した。


　和樹が帰ってこない。腹ふく痛つうだとのことで夕菜がトイレに連れて行き、それっきりになっている。万が一のために薬くすりを用意したのだが、飲むべき人間がいない。


「ネリー」


　部下のメイドに声をかける。もちろん、他の客の不ふ快かいにならないよう声を小さくしながら。


「式森様はお戻もどりになられたか？」


「先ほど確かく認にんしたのですが、まだお手洗いにおられます」


「まだ？」


「はい。具ぐ合あいがまだ悪いようで……」


　眉まゆを顰ひそめた。主人の体調管理はメイドの重要な役やく割わりだ。たとえ腹痛といえど長時間主人を放ほう置ちしたままにしては、軍ぐん法ぽう会かい議ぎものだ。


　自分でトイレまで確認に行った。


　男子トイレのドアノブをチェックする。小こ窓まどが赤くなっていた。中に誰だれかいる印しるしである。


　ノックした。


「式森様？」


「……あー、ちょっと待って。まだお腹が痛くて……」


　返へん答とうがあった。どこかもごもごした言い方である。


「薬を用意しました。医い師しも手配いたします。お出になられて……」


　これには返事がない。リーラは待ったが、無む言ごんのまま。


「……式森様？」


　やはり無言。


　焦あせりと疑ぎ念ねんを押おし殺しつつ、リーラはもう一度ノックをする。


「……あー、ちょっと待って。まだお腹が痛くて……」


　まったく同じ台詞せりふが戻ってきた。リーラはネリーに、


「開けろ」


「は……しかし……」


「構かまわない。ドアノブもヒンジも破は壊かいしろ」


　ネリーはいったん更こう衣い室しつに戻り、紐ひも状じよう爆ばく薬やくを持ってくる。室内突とつ入にゆうに使用する専せん門もん爆薬だ。


　手早くセットして点てん火かする。ちょっとした音と閃せん光こう。トイレのドアが手前に倒れた。踏ふみ込むリーラ。


　中には誰もいなかった。便べん座ざの上にはスピーカーに接せつ続ぞくされたＩＣレコーダーがあるのみ。そこからはコードが伸のびて、倒れたドアと繫つながっていた。ノックと同時にスイッチが入る仕し掛かけである。


「いない……」


　ついリーラは呟つぶやいた。予想通りではあったが、してやられたという感覚がせり上がってくる。


「大尉ハウスキーパー、窓から外に出た模も様ようです」


　ネリーが叫さけぶ。小窓に荒あら々あらしく傷がついていた。


「いや、あれはカムフラージュだろう。もっと別な方法で連れ出されたはずだ……宮間様は？」


「先ほど、お客様をお見送りしていました」


　別のメイドが答える。


「戻ってきたか？」


「まだですが……」


　リーラは低い声で、それでいてはっきりと伝えた。


「これは誘ゆう拐かいだ。捜そう索さく班はんを直ちに編成。当面の指揮はネリーが取れ。喫きつ茶さ店は時間を繰くり上げて閉店。お客様への説明はわたしがする」


　緊きん張ちよう感かん溢あふれる命令に、メイドたちが背せ筋すじを伸ばす。銀ぎん髪ぱつのメイド長は続けた。


「行けムーブ」





「どんなもんです！」


　夕菜は上じよう機き嫌げんだった。リーラの鼻をあかし、堂々と和樹を連れ出せたのがとても嬉うれしかった。


　サラの運転するワゴン車に乗っていた。和樹は意識が朦もう朧ろうとしたままだが、命に別状はない。メイドの目をごまかすために女装させたのが、変わっているといえば変わっている。


「よくやった」


　とサラ。


「目の前で主人と仰あおぐ人間をさらわれるのは、リーラの大だい失しつ態たいだ。これでＭＭＭ内の地位が低下するぞ。メイド軍法会議もあるかもしれん」


「死し刑けいでいいです」


　夕菜はついで判はん決けつまで述のべる。


「和樹さんを拘こう束そくして、わたしまでメイドとして働かせたんだから当然です」


「メイドが嫌きらいなようだな」


「メイド服は好きですけど」


　サラがハンドルを切る。黄色に変わる寸前に、交差点を右折した。


「どこに行くんですか？」


「あの雀ジヤン荘そうだ。探さぐられたらまずいものが残っているからな。引き払はらって……お別れだ」


「送ってくれないんですか？」


「送る。日本には当分来ない。最後くらいサービスはする」


「ありがとうございます」


「ただし」


　サラは片手をハンドルから離はなし、後ろを向いた。


「お別れはミヤマだけだ」


　小型のスプレー缶かんを持っている。赤いボタンが押され、霧きり状じようになった薬品が放出される。


　あっと思った瞬しゆん間かん、夕菜は薬を吸い込んで、気が遠くなった。
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　第六、三章　メイドを追え　３～The hunt for Maid3～













　第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーの経けい営えいするメイド喫きつ茶さは、臨りん時じの司令部となっていた。整せい然ぜんと並ならべられていたテーブルや椅い子すは一か所に集められて巨きよ大だいな会議卓たくとなり、壁かべの絵かい画がやメニューは外はずされて代わりに地図が貼はられていた。窓にはカーテンが引かれており、目立たないように無線のアンテナが敷ふ設せつされている。そして中では、接客モードから戦せん闘とうモードにチェンジしたメイドたちが、忙いそがしげに動いていた。


「第一小隊から連れん絡らく。主要交通網もう及および公共交通機関への人員配置完かん了りよう」


「第二小隊より通信。捜そう索さく班はんは全員車及びオートバイで移動中。当喫茶店と葵あおい学園を中心にして捜索範はん囲いを広げています」


「ＵＨ─１ヘリコプターの準備をすませました。式しき森もり様を発見次し第だい、現地に向かわせます」


「エルゼ少尉パーラーメイドより通信です。警察庁警視庁法ほう務む省への交こう渉しようは終了しました。警察情報も当中隊へ逐ちく一いち転送されます」


　あらゆる情報が無む秩ちつ序じよに、かつ大量に流れ込んでくる。リーラは椅子に深く腰こしかけ、それらの報告を無む言ごんで聞いていた。


　なにもしていないわけではない。時折指示は出しており、壁の地図にピンを刺さすこともしている。こうやって捜査範囲を確かく認にんしているのだ。命令は適てき切せつであり、よどみもない。


　だが、いつもよりは寡か黙もくであった。元より口数の多い方ではないが、声そのものに張りがない。中隊への所しよ属ぞく歴れきが長いメイドほど、そのことを感じ取っていた。


「……大尉ハウスキーパー？」


　リーラは座すわったまま振ふり向いた。ネリーが心配そうにしていた。


「なんだ。小隊の指揮はどうした」


「あとは報告を待つだけですので……。あの……どうかなされたのでしょうか」


　どことなく不安そうにしている。リーラの雰ふん囲い気きがいつもと微び妙みように違ちがうので、話しかけたのだろう。


　リーラは返事をしようとして、止やめた。指揮官の変調、特に精せい神しん面めんは容よう易いに部下に伝でん染せんする。特に士官ではないメイドの前で話すのは、悪あく影えい響きようが大きすぎた。


　彼女は顔をわずかに動かしてネリーに合あい図ずをすると、立ち上がった。更こう衣い室しつへと向かう。


　ここは喫茶店の時のまま、更衣室として利用が続けられている。今は誰だれもいない。


　二人きりになってから、あらためて口を開いた。


「ネリー、必要のない質問はするな」


「申もうし訳わけありません」


　小こ柄がらなメイドは謝しや罪ざいした。


「ですが、リーラ様の具ぐ合あいがすぐれないように感じられましたので……。中隊指揮は他のものに任まかせて、休息を取られては……」


　ネリーは大たい抵ていの場合「大尉ハウスキーパー」と呼ぶが、二人きりになるとほとんどの場合「リーラ様」と敬けい称しようをつける。彼女なりの親愛の情じようを現しているらしく、何度か注意したが一いつ向こうに改まらないのでそのままにしていた。今も無意識だろうが、そう口にしている。


　リーラはあえて固い声を出した。


「わたしの体調と式森様の捜そう索さくに相関関係でもあるのか？」


　予想外の答えだったのか、ネリーは一いつ瞬しゆんひるむ。それでも彼女は言った。


「ですが、リーラ様の体調は中隊の戦闘能力に直結します。万ばん全ぜんでない体調で指揮をされ、万が一にも過か失しつがあった場合……」


「つまりお前は、今の私が信用ならないと言うわけだな」


「いえ……」


「わたしでは式森様を救出できないというわけか」


「……そうではありませんが……」


　ネリーの声が小さくなる。


「その懸け念ねんは正しい」


　リーラは口調を戻した。


「指揮官は常に体調を万全にして、正しい判断を下せるようにしなければならない。精神状態の悪あつ化かは全員の危機に繫つながる。病やまいをおして指揮などというワーカホリック的な発想は、極きよく力りよく慎つつしむ必要がある」


　その言葉を聞いて、ネリーがほっとするのが手に取るように分かった。


「すまなかった。まだわたしもメイドたちの長おさとして自覚が足りなかったようだ」


「そんな……」


「体力には自信があるが、適度の休息は人間には不ふ可か欠けつだ。普ふ段だんならお前にでも指揮を任せて、横になっているところだ」


「では、今からでも……」


「状じよう況きようが状況だ」


　リーラは自らに言い聞かせるように話す。


「誓せい約やくをすませていないとはいえ、ご主人様と仰あおぐ方を拉ら致ちされたのだ。近年まれに見る大失しつ態たいだ。呑のん気きにしていては、中隊の伝統に泥どろを塗ぬる。分かるな」


「……はい」


　ネリーは背せ筋すじを伸のばした。


　ＭＭＭのメイドの役割とは主人と仰いだものに奉ほう仕しすることである。それにはもちろん、身体的な警けい護ごも含ふくまれる。


　実はそこからスタートしたと言っても過か言ごんではない。元々クリミア戦争において、一人のメイドが主人を守るべくロシア軍陣じん地ちに騎き兵へい突とつ撃げきを敢かん行こうしたことが創そう設せつのきっかけになっている。家政学校卒業時には、まだ見ぬ主人への忠ちゆう誠せいをカチューシャに誓ちかう儀ぎ式しきがあるくらいだ。


　その全身全ぜん霊れいをかけて守らなければならない主人を、目の前でさらわれてしまった。単なるミスではすまされない話であった。


　自じ制せい心しんの塊かたまりであるリーラだが、やはり心の底には「してやられた」の感情がある。顔にも表れてしまっていた。


　ややあって、彼女は言った。


「メイド軍法会議も十分ありうる」


　ネリーの顔色が変わる。


「それは……！」


「刑けい務む所しよ行きになるかもしれないな」


「そんな……こういってはなんですがハンブルクのメイド刑務所は、とてもメイドとはいえないものの集まりです。リーラ様をあのようなところに……」


「落ち着け。なにもすぐ行くと決まったわけではない」


　リーラは片手を上げ、慌あわてるネリーを制した。


「ありうると言っただけだ。信しん賞しよう必ひつ罰ばつはＭＭＭにおいても厳げん格かくに適てき用ようされる。式森様を拐かどわかされたのは事実だ。これは消えないだろう。それに、指揮官であるわたしだけが罪に問われればいい」


「まだ報告書は本部に上がっておりません。記き載さいしなければ……」


「わたしは隠いん蔽ぺいを好まない」


「ですが……わたしたちはどうすれば……」


　ネリーはもう泣きそうだ。彼女は学校を卒業してから第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニー一筋であり、リーラ以外の上官に仕つかえたことがない。そのこともあって、不安になってしまっているのだろう。


「うろたえるな、ネリー」


　リーラは優やさしく、それでいて力強く言った。


「メイドのやるべきことは決まっている。奪だつ還かんすることだ。そうだろう」


「は……」


「式森様の安全を確かく保ほする。自分のことはそのあと心配すればいい」


「はい」


　ネリーは敬けい礼れいした。ややあってから彼女は、


「あの……ＭＭＭ本部には友人がいます。彼女から前のご主人様に連絡をしてもらえば、万が一に備そなえられるかと……」


「今のご主人様は式森様だ。いらない心配をかけさせるものではない」


　リーラはちらりと、壁かべ掛かけの時計に目をやった。


「反主流派は恐おそらく、式森様を国外に連れ出すつもりだ。その前に奪還する。時間との勝負だな」


　それからなおも不安な顔をしているネリーを見て、


「そう心配するな。わたしもこの年で、刑務所には行きたくはない」


　言ってから安心させるように、彼女は微笑ほほえんだ。





　　　　○





「ん……」


　夕ゆう菜なはうっすらと目を開けた。


　頭が霞かすみがかかったようにぼんやりしている。視界もなんだかぼやけているようで、どことなくふわふわしていた。これは睡すい眠みん薬やくから目覚めたときに起こる現象なのだが、まだ彼女はそこまで思考が回っていない。


　身体からだを起こした。しばらくたたずんでから自分の周りを見回す。そこで初めて、ここが自動車の後こう部ぶ座ざ席せきだと気がついた。


「車……」


　目を何度か擦こする。意識をはっきりさせようと、頭を何度か振ふった。


「……はっ！」


　今までの出来事が一いつ斉せいに頭に押おし寄せてくる。そうだ、和樹をリーラから奪回したところだった。


　策さくをこうじて和樹をメイド喫茶から取り戻し、そのまま車に乗せた。そこまではよかったのだが、その後ブランデンブルク部隊の指揮官によって眠ねむらされてしまったのだ。


「サラめ……よくも！」


　怒いかりが沸ふつ々ふつと湧わいてくる。和かず樹きを横取りされた悔くやしさと出し抜ぬかれた屈くつ辱じよくが、全身を占しめた。


「許ゆるさない！」


　力任まかせに扉とびらを蹴け飛とばした。鍵かぎが外れ、外側に開く。


　車は路ろ肩かたに停とめられていた。あたりは暗くなっている。通行人がいないわけではなく、何人かはメイド姿の夕菜を興味深く見ていた。


「どこかしら……」


　呟つぶやいたが、見当はついた。眠らされる直前に見た風景と同じである。サラはすぐに車を止めたらしい。


　車の前方と後方をチェックする。他の車が止められていた痕こん跡せきはない。どうも和樹を背せ負おっていったようだ。となると、あまり遠くまでは行けないはず。


「とすると……」


　呟きながら見回した。この近くにサラが立ち寄る場所があるのだろうか。


　はっとして、手を叩たたく。


（あそこ……！）


　思い当たるところがあった。恐らくサラは、一度そこに立ち寄っている。


　駆かけ出す。通行人たちはダッシュするメイド服を驚おどろいたように見ているが、気にしなかった。


　裏うら路ろ地じに入る。青いポリバケツを蹴飛ばし、ステカンを飛び越こえ、目当てのビルの真下まで来た。


　非常階段を駆け上がり、ドアノブに手をかける。


　開いていた。が、誰もいない。ブランデンブルク部隊のアジトとなっていた雀ジヤン荘そうは、やはり空からっぽであった。


　夕菜はそれでも内部に足を踏ふみ入れる。


「……なにか手がかりがあるはずです！」


　痕跡を完全に消し去るのは難むずかしい。もちろん訓練されていれば可能だが、どうしても手抜かりはあるものだ。まして複数人によるチェックができないと、その確率は上じよう昇しようする。


　棚たなという棚を開けた。電気のメーターから床ゆかの隅すみまであらゆるところを探し回る。


　だが、なにもない。


（……こうなったら、床板を剝はがして……）


　いきなり入り口付近で物音がした。


　振り返った途と端たん、黒のロングスカート集団が雪な崩だれ込こんできた。リーラの手下だ、と思うと同時に、床に押し倒たおされる。


「宮みや間ま様を確保しました！」


　メイドの一人が怒ど鳴なる。瞬またたく間に夕菜は両手を縛しばられて拘こう束そくされた。


　しばらくして、入り口から覚えのあるメイドが入ってくる。ネリーだ。そしてその後ろには、リーラ。


「またお会いできて光栄です。宮間様」


「くっ……リーラ……」


　夕菜は悔くやしげに歯は嚙がみした。


「どうして……」


「メイド服を着たままなのが失敗しましたね。やはりその服は目立ちます」


　メイドたちの長は少しだけ笑った。


「現在、喫きつ茶さ店を中心に私の部下が式森様の捜そう索さくをおこなっております。宮間様を発見したのは偶ぐう然ぜんです。報告を受けた直後から、部下に監かん視しさせてここまで案内してもらいました」


「う……」


　夕菜の体内に、失敗の感情が渦うず巻まいた。尾び行こうを警けい戒かいしていなかったのが間ま違ちがいだった。やはりこの手の行動はリーラの方が上うわ手てだ。


　リーラは夕菜を見下ろしていた。侮ぶ蔑べつの表情はない。


「さて……どうしましょうか」


「…………」


「とりあえずそのままでいてもらいます。式森様を探すのが先ですので」


　リーラの部下たちが雀荘内を調べて回っている。やはりサラの手がかりが欲ほしいのだろう。


「大尉ハウスキーパー！」


　メイドが駆け寄ってくる。


「こんなものが」


　銀ぎん髪ぱつのメイドは差し出されたものを受け取った。


　夕菜は目をこらした。小指の先ほどの、非常に小さな紙し片へんだ。色は白っぽい。どこかに落ちていたのだろうが、普ふ通つうは見み逃のがす。


　リーラは指で感かん触しよくを確かめつつ、蛍けい光こう灯とうにかざした。


「表面がコートされているな……雑誌の表紙にしては薄うすい。ここにあるのは……折り目か」


「ゴミ箱の後ろに落ちていました。処しよ分ぶんし忘れたものだと」


「この厚みと折り目……封ふう書しよか。しかしこの色……」


　リーラは指を口に当ててしばらく考える仕し草ぐさをする。やがて、


「チケットを入れる紙製のホルダーだ」


　聞いていたネリーが勢い込んだ。


「主しゆ要よう駅に人を配はい置ちしますか!?」


「いや、これは多分航空機のだ。旅行代理店で同じ紙質のを見たことがある。ネリー、航空会社に問い合わせろ」


　背の低いメイドは敬けい礼れいすると、部下に矢や継つぎ早ばやに指示を飛ばす。夕菜はその様子を床ゆかに押さえつけられたまま眺ながめていた。


　しばらくすると、メイドの一人が携けい帯たい電話を耳に当てたまま叫さけんだ。


「見つけました！　ルフトハンザです！　今日の最終便で、式森様ともう一人が出国予定になっています」


「成田か」


「はい！」


　リーラは躊ちゆう躇ちよせずに指示を飛ばす。


「各交通機関の捜そう索さくについている班はんを順次成田に向けろ。運うん輸ゆ交通省と空港公団へはわたしが連れん絡らくする。ネリー、ヘリを近くの公園に回せ」


「了りよう解かいしました」


「待ってください！」


　夕菜が叫んだ。ネリーが足を止め、リーラが振り向く。


「なにか？」


「わ……わたしも連れて行ってください」


　喉のどから絞しぼり出すように言う。


　リーラの眼めが細くなる。


「どうしてですか」


「どうしててって……奥おくさんですから……」


「その奥様のおかげで、式森様はさらわれてしまいましたが」


　冷ややかな返事である。


　リーラの立場では当然の反応で、おかげで余よ計けいなことをさせられているという感覚が強いのだろう。


　一方夕菜としては、和樹をメイドの魔まの手から救すくったら、またメイドの手に落ちたことになる。ここはせめてどちらか一方と休戦しなければならなかった。


「……お願いです」


　屈くつ辱じよくは胸の奥底の金庫にしまい、組み伏ふせられたまま頭を下げる。


「和樹さんを取り戻もどします」


「同行してもらうことで、わたしになにかメリットでもあるのですか？」


　リーラが言う。


　夕菜は心の中でむかっとした。「わたしたち」ではなく「わたし」と言ったところに、皮ひ肉にくが込こめられている。


　だがここは我が慢まんだ。自分のミスで和樹をさらわれたのも事実なのである。


「メリットは……ないですけど、なんでも手伝います」


「ほう」


「なんでもします。頭だって何回でも下げます！　だから連れて行ってください！」


　彼女はそれこそ、首の留とめ金がねが壊こわれたブリキ人形みたいに、何度も頭を動かした。


　リーラはどことなくうさんくさそうだ。


「そうですね……」


「なんでもします！」


「なんでも？」


　少したじろぐ夕菜。


「え、えーと……過か激げきなのと変態っぽいのはちょっと……。でもなんでもします！」


「……そこまで言うなら」


　とリーラ。


「同行を許きよ可かします」


「ありがとうございます！」


　夕菜は顔を輝かがやかせた。リーラよりも他のメイドたちが意外そうにしていたが、彼女は黙だまっていましめを解とくよう指示した。


「一いつ緒しよにヘリに乗ってください。式森様をさらった人物の顔を覚えているでしょう。確かく認にんしてもらいます」


「サラって女の人です」


「あともう一つ」


　リーラは一枚の書類とボールペンを取り出した。
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「ここにサインをしてください」


　夕菜は怪け訝げんな顔をした。細こまかい英文がびっしり印刷されている。


「なんです？」


「式森様を奪だつ還かんするまで裏切って欲しくないという……まあ、そのような契けい約やく書しよです」


「わたしは裏切ってなんかいません。和樹さんのために尽つくしているだけです」


「解かい釈しやくには異論がありますが……ともあれ、サインを」


　夕菜はじっくり書面を読もうとした。英語はできるが、なにやら難なん解かいな専門用語が書いてある。言い回しも複雑だった。


「……なんかいかがわしいですが」


「しないのなら」


　リーラが取り上げようとする。慌あわててボールペンを受け取り、乱雑に名前を書く。


「これでいいでしょう」


「結けつ構こうです」


　銀髪メイドはちらりと確認して、部下に渡わたす。


「ではご同行を。そろそろヘリが到とう着ちやくします。ご近所の迷めい惑わくになりますので、お早めに搭とう乗じようしてください」


「加速装置のスイッチを入れます」


　夕菜はリーラの返事を待たずに走った。





　　　　○





　和樹の頭はぼんやりしたままだ。


　薬を使われていることは分かっている。リーラたちの喫きつ茶さ店内で、眠ねむらされたのも理解している。だが、意識がどうにも朦もう朧ろうとしていて、積せつ極きよく的てきになにかしようという気が起こらなかった。


　どこかに運ばれたことも、まあ分かっている。夢む遊ゆう病びようの患かん者じやみたいではあったが、二本の足で歩けてはいた。


　連れてこられたのは天てん井じようが高く、巨きよ大だいな建物の中だった。人が沢たく山さんいたから、駅か空港なんだろうと、あまり回転しない頭で考えていた。


「聞こえるか」


　隣となりにいる女性が囁ささやく。名前はちょっと分からない。


「これから出国の手続きに入る。金属探たん知ち機きのチェックには引っかからないはずだが、なにかあっても係官の言うとおりにするんだ。面めん倒どうなことは全部私がやる。分かったな」


　和樹は首を縦たてに動かした。どうせ自分ではできっこないのだ。


　女性の言うとおり、金属探知機のゲートはあっさり通過した。手荷物検査も引っかからなかったようだ。


　幅はばが広く長い通路をぽてぽて歩く。


「離はなれるな」


　と女性。


「搭とう乗じようするまでは一いつ緒しよにいろ。トイレも禁止だ。ＭＭＭの本部に到とう着ちやくするころに薬の効きき目はなくなるはずだ」


　効き目がどうなろうと、今の和樹には判断能力がない。漠ばく然ぜんと、「逃にげようか。別にいいか」みたいなことを思っている。


　ポーン。軽かろやかな音が響ひびく。館内放送の合図だ。


『……便は出発延えん期きとなりました』


　なに、と女性が言った。自分たちが乗るはずの飛行機だ。


　アナウンスが続く。


『他の便も十分から二十分の遅おくれとなる模も様ようです。ご了りよう承しようください』


「馬ば鹿かな！」


　ここさえ乗り切れば、あとはヨーロッパまで一直線だ。女性の焦あせりが手に取るように分かる。


「いったいどうして……！」


　その時、はめ殺しになっているガラス窓の外で、なにかが光った。





　成田空港に、ヘリコプターの編へん隊たいが接近していた。


　夕菜はＵＨ─１から身を乗り出していた。風が顔を叩たたき、服がばたばた音を立てる。どうかすると落ちそうだが、まったく恐きよう怖ふ心しんを感じていない。以前も同じようなことはしている。これくらいで恐おそれているようでは、女がすたるというものだ。


　滑かつ走そう路ろと管かん制せい塔とうが見えてきた。


「強行着陸させます」


　リーラが言った。


「許きよ可かは取りました。離り陸りく機きは一時退たい避ひさせ、着陸機は上空待機。現在千葉の上空を飛んでいるのは私たちだけです」


　夕菜はざっと確認した。確かに、他に機体は見られなかった。


「パラシュート降こう下かをしてもいいのですが、それではさすがに騒さわぎが大きくなりすぎますので」


　そういえば、このメイドは元降下猟兵（パラシュート兵）らしい。色んな特とく技ぎがあるものだ。


　振ふり返ってリーラに言う。


「武器、貸してください」


「は？」


「武器です。和樹さんを救うんですから」


「…………」


「リーラには撃うちません」


　黙だまったままＭＰ40を渡わたされた。弾だん倉そうを外はずして、弾たまが入っているかどうか確認。


　滑走路が近づいてきた。


「降りるぞ！」


　リーラの怒ど鳴なり声と同時に、ヘリはコンクリートの地面に着陸した。





　着陸した場所はターミナルビルの裏側、荷物搬はん入にゆう口ぐちの近くであった。


　真っ先に飛び出したのは夕菜。女子高校生とは思えない身のこなしで、物もの陰かげから物陰へと進んでいく。


　搬入口に飛び込んだ。専用のつなぎを着た作業員がいる。


「ちょっと、すみません」


　柔やわらかい口く調ちようとは裏うら腹はらに、銃じゆう口こうを突つきつけた。


「出国ロビーはどっちですか。答えてください」


　作業員は、メイドの服の女の子とサブマシンガンの取り合わせにショックを受けていたが、やがておずおずと背はい後ごを指さした。


「ありがとうございます」


　またリーラたちを無視して走る。


　いくつか階段を駆かけ上り、途と中ちゆう案内板を見ながら確認。非ひ常じよう扉とびらを開けると、不意に明るくなった。


　人が沢たく山さんいる。飛行機が出発延期になったためか、適てき当とうなところに座すわり込こんでいた。


　夕菜は天てん井じように向けて引き金を引いた。


「注目！」


　連射音に人々が仰ぎよう天てんする。


「人を捜さがしています！　すぐに引き渡してください。さもないと……」


「宮間様、穏おん便びんにお願いします」


　いつの間にか背はい後ごにリーラがいた。走ってきたはずだが、息を切らしていない。


「なんでです。早く助けないと……」


「私にお任まかせください」


　リーラが前に進み出た。


「非ひ礼れいをお許ゆるしください」


　客に向かって頭を下げる。


「さきほどこちらのメイドが言ったとおり、人を捜しております」


　なんでメイドなんですか、と夕菜は呟つぶやいた。服は着ているが、心は反メイドである。


「ご迷めい惑わくかとは思いますが、協力していただけないでしょうか。些さ少しようながら、お礼れいを用意しております」


　ネリーがやってきて、手にしたアタッシュケースを持ち上げた。現金でも入っているのだろうか。


「捜しているのは、日本人の高校生、男性です。背せは百七十前後、髪かみの色、目の色共ともに黒です。連れに女性がいるはずですが」


　客たちは顔を見合わせた。ぼそぼそと話し声がする。


　やがて一人が手を上げる。


「多分その人たちだと思うけど、男の子と女性の二人組が、向こうに走っていったよ」


「どっちへ」


「あそこ。非常口の方」


　搭とう乗じよう口ぐち横にある非常扉が、わずかに開いていた。


　リーラは礼を言うと走り出した。夕菜も急いで後を追う。


　走りながら横に並ならんだ。


「リーラ、飛行機は全部飛ばないようになっているんですよね!?」


「そうです。運行は止めるか延えん期きになっています」


「サラはどこに逃にげる気なんでしょう」


「チャーターを使うつもりかもしれません」


　とリーラ。


「自分でチャーターはできないでしょうが。他の機体を奪うばうことが考えられます。その前に押おさえませんと」


　格かく納のう庫こへの非常階段が続いていた。二段ずつ飛ばして降りる。重たい防ぼう火か扉を開けて、狭せまい通路を走っていく。


　格納庫に到とう着ちやく。ビジネス用のジェット機が止まっていた。その前に、人ひと影かげが二つ。


　見るなり夕菜が発はつ砲ぽうした。人影の足あし下もとに着弾する。二人が驚おどろいて足を止めた。


「動かないでください！　こっちを向いて」


　人影が振り向く。サラと和樹だった。


　和樹はあまり眼めに力がない。薬を投とう与よされ続けているのだろうか。その姿を見て夕菜の胸むねのうちには、サラに対する怒いかりと、ついでにリーラへの憎にくしみが湧わき上がった。


「和樹さんを渡してください！」


「…………」


　サラは返事をしない。夕菜はまた引き金を引く。


　ダララララと連続音がして、サラの足下のコンクリートがえぐられる。


「早く！」


　サラはなおも無む言ごんだったが、やがて和樹の背を押した。


　彼はふらつきながら歩いてきた。


「さすが宮間様」


　リーラが囁ささやく。


「式森様が近くにおられようと平気で発砲するなどとは、わたしにはとうてい無理なことです」


「皮肉なんていりません」


　和樹がやってきた。やはり眼に生せい気きがない。夕菜は銃を下ろし、目に涙なみだを溜ためて迎むかえようとする。


「和樹さん……」


　ふっと目の前が暗くなった。和樹がのしかかるように迫せまってきたのだ。


「きゃ……!?」


　ＭＰ40を落とした。サラが和樹の真後ろに走ってきて、突き飛ばしたと分かったのはその直後のこと。


　手を伸のばしたが、銃じゆうを拾ったのはサラが早かった。


　彼女は銃口を夕菜には向けなかった。リーラに振ふると即そく座ざに発砲した。


　銃弾が飛ぶ。が、銀ぎん髪ぱつメイドは予想していたのか、その場にはいない。ワルサーＰ38を構かまえてダッシュしていた。


　メイド服がサラの懐ふところに入り込む。手首を摑つかむと、関かん節せつと逆方向に捻ひねりあげた。


「うっ！」


　サラの手がグリップを離はなし、ＭＰ40短機関銃はまた床ゆかに落ちた。


「格かく闘とう戦は苦にが手てのようだな」


　リーラは冷ややかな声で言う。


「くっ……」


　サラは悔くやしそうな顔。


「式森様をかどわかそうとした極ごく悪あく人にんめ。銃弾を撃ちこんでやりたいところだが、今は止やめておく」


「どうするつもりだ……」


「しばらく捕ほ虜りよとなってもらう。反主流派のことを色々聞かせてもらおうか。なに、日本はすごしやすいから安心しろ」


「なにを……」


　皆みなまで言わせず、リーラはサラの後こう頭とう部ぶに一撃を食らわせた。彼女はそのまま昏こん倒とうした。


「おしまいです」


　銀髪メイドがにこりとした。


　夕菜は敵てき意いも忘れて感心した。さすが武ぶ装そうメイドたちの長おさ、この手のことだと、高いレベルでのスキルを発はつ揮きする。全く臆おくするところが見られなかった。


「……サラはどうするんです」


「この女性は部下が始し末まつつけます。尋じん問もんして、ＭＭＭの日本支部にしばらく預あずけておきますので」


　軽くうなずくと、夕菜は和樹を介かい抱ほうすることにした。やはり彼女にとって、こっちの方が断だん然ぜん大事である。


　彼の身体からだに外がい傷しようは見られない。薬だけが問題だが、こればかりは時間がすぎるのを待つしかないだろう。しばらくは寮りよう内ないで面めん倒どうをみなければならない。もちろん、リーラ抜ぬきで。


　そのリーラはサラの身体を探さぐっている。


「あの、宮間様」


　彼女はポケットから、小型のスプレー缶かんを取り出していた。


「これで眠ねむらされたのですか？」


「そうです。シュッてやられたら、すぐに寝ねちゃったんです」


　目覚めも最悪だった。とにかく朦もう朧ろうとしたままだったのだ。


「そうですか……」


　リーラは手の中でいじくっていた。


「宮間様……こちらへ」


「なんですか」


　近寄った途と端たん、リーラがスプレーのボタンを押おした。


　霧きり状じようの薬品を吸い込み、夕菜は再び眠らされた。





　　　　○





「はっ！」


　夕菜は叫さけび声を上げた。やはり頭の中はぼんやりとしていたが、なにをされたか覚えていた。スプレーで眠らされたことが記き憶おくの真ん前に位置している。なので精神をはっきりさせるべく、大声を出したのだ。


「……リーラ!!」


　まだ朦朧としていたので、再び怒ど鳴なった。こういうときは嫌きらいな人間の名前を叫ぶと、結けつ構こううまくいく。


「お目覚めですか」


　近くにいたのはあの憎にくきメイドではなく、手下の方だった。


「ネリー！　リーラはどこです！」


「中隊長はここにはおられません」


「なんでです。この手で引き裂さいてやるのに」


「出国されました」


　夕菜は虚きよを突つかれた。急いで時計を見ると、三時間ほどたっていた。


「出国ってなんです」


「サラのチケットを無む駄だにするのは惜おしいということで、ルフトハンザに乗られました。今ごろはロシア領空内です」


「和樹さんは……」


「ご一いつ緒しよです」


　一いつ瞬しゆんぽかんとしたが、すぐにこれまでとは比べものにならない怒いかりが吹ふき出した。


「なんで和樹さんまでヨーロッパに行くんです！　リーラが一人で行けばいいでしょう！」


「式森様をさらわれた件で、報告しなければなりません。ご本人がご一緒なら、話も早くすみます」


「電話ですませればいいじゃないですか！」


「これを機会に、式森様にはご主人様としての教きよう養ようを身につけてもらおうというのが、リーラ様の考えです。ＭＭＭの訓くん練れん施し設せつがドイツにありますので……」


　全部聞く前に、夕菜はネリーのセリフを遮さえぎった。


「また勝手なことをして！　どこまで悪あく魔まなんですか！」


「リーラ様からの伝言です。『宮間様に比べれば、自分は幼よう稚ち園えん児じのようである』と」


「あの女が幼稚園児だったら、わたしはノーベル平和賞を貰もらってます！」


　憤ふん然ぜんとしたまま、駆かけ出そうとする。こうなったらこっちもヨーロッパまで遠えん征せいしなければならない。


　その肩かたをネリーが摑つかむ。


「お待ちを。宮間様には仕事がございます」


「仕事？」


「メイド喫きつ茶さでのお仕事です」


　馬ば鹿か馬鹿しいとばかり、夕菜は首を振った。


「あれはもう終わりました。これ以上なにをしろって言うんですか」


「店長として働いてもらいます」


「店長!?」


　ネリーが夕菜の眼がん前ぜんに、書類を突きつけた。


「サインしてもらいました」


　その手から奪うばい取り、夕菜はじっくり目を通した。非常に分かりにくいが、確かにあのメイド喫茶で夕菜が店長として働く契けい約やく書しよとなっていた。


「なんでわたしが……！」


「我われ々われもあの店から引き上げます。宮間様はこれから、仕入れとバイトの面接をおこない、これまで以上に繁はん盛じようした店へと……」


「断ことわります！」


　なぜメイドで働かなければならないのか。そりゃまあ店の人気者ではあったが、今度は店長扱あつかいである。女子高校生でメイド喫茶の店長なんて、どんな話だ。


　ネリーは再び契約書を突きつけた。


「この通り宮間様はサインをしておりますので」


「……無む効こうです！」


「あり得ません。契約の有効性は、当方の弁べん護ご士しによっても確かく認にんされております」


　どこにそんな弁護士が、という間もなく、夕菜はネリーに引っ張られた。


「さあ戻りましょう。わたしの小隊が残っておりますので、ぎりぎりまで宮間様にお付き合いいたします」


「付き合いって……」


　なぜかネリーは顔を赤らめた。


「それは……その……」


「きゃー!!」


　夕菜は悲鳴を上げる。


「離はなしてネリー、離して、離しなさい！」


「ヘリを待たせてあります。東京に戻もどりましょう」


　ネリーは夕菜よりも小こ柄がらだが、意外と力がある。ずるずる引きずられていった。


「……リーラめ！」


　腹はら立だち紛まぎれに、ここにいないメイドに怒ど鳴なりつけた。


「覚えてなさい、絶対、絶対に許ゆるしませんから!!」


　その声は人気の少なくなった成田空港に、むなしく響ひびいていった。
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　第八章　もっとも危険なメイド～The most dangerous Maid～













「さっさと歩いてください」


「おや、わたしの歩ほ行こうは遅おそいですか」


「……なんとなく、そういう風に命めいじるシチュエーションなんです！」


　宮みや間ま夕ゆう菜なはリーラに怒ど鳴なった。


　後方では、まだ『モルトケ・ハウス』が煙けむりを上げている。一部で火か災さいが発生したせいだが、いずれ鎮ちん火かするだろう。あそこには多数のメイドが残っている上、消しよう火か訓くん練れんも受けているはずだ。


　夕菜は横目でリーラを見ながら歩く。第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーの中隊長は、手て錠じようされたままだったが、いささかも苦にしたところがないようであった。


　なんとなく不ふ機き嫌げんになり、夕菜は周囲に言った。


「リーラの部下が取り返しに来るかもしれません。警けい戒かいを怠おこたらないでください」


「まだ、それはありません」


　返事をしたのは、意外にもリーラ本人だった。


「手出しをしないと約束したなら、私の部下たちは手出しをしません。後こう事じを託たくしたエルゼは有ゆう能のうですが、メイドたちの掌しよう握あくに時間がかかるでしょう。少なくとも宮間様は、ここを離はなれるまでは安全です」


「そんなこと、言われなくても分かります！」


「それは失しつ礼れいしました」


　リーラは涼すずしい顔をしていた。余よ裕ゆうの態度である。もう少し緊きんとか絶ぜつ望ぼうがあってもいいと思うが、まったく感じられなかった。精神的によほど強きよう靭じんでなければ不可能である。


　二人の関係は、捕つかまえた側と捕まった側。夕菜がリーラを捕ほ虜りよにしていた。


　和かず樹き奪だつ回かいのためにならず者メイドを集めた夕菜は、リーラたちに攻こう撃げきを仕し掛かけた。部隊は多た大だいな損そん害がいを出しながらも、和樹が捕とらえられている『モルトケ・ハウス』の突とつ入にゆうに成功する。だがリーラの機き転てんで和樹はすでに逃にがされており、空から振ぶりに終わった。頭に来た夕菜は嫌いやがらせのつもりでリーラを捕虜にしたのである。


　夕菜はリーラを捕まえてどうするとか、まだ考えていない。仕方ないのでどこかに撤てつ収しゆうするつもりであった。


　真横にいる銀ぎん髪ぱつメイドは、ずっと落ち着いている。この可愛かわいげない態度がかんに障さわるものの、責せめてもせんのないことではあった。


　それにしても、この余裕はどこからくるのだろう。なにもされないと考えているのだろうか。


「よー、隊長」


　話しかけてきたのは夕菜の部下、レオニーである。百九十センチ近くある長身メイドで、モデルのようなスタイルをしている。実際ファッションモデルだったこともあるそうだ。ただし言葉遣づかいは悪い。上官殺さつ害がい未み遂すいでメイド刑けい務む所しよに入れられていたところを、夕菜が引き抜ぬいた。


「なんですか」


「あの戦車は放ほうっておいていいのか」


　後ろ手で『モルトケ・ハウス』を指さす。突入するとき使用したクルセイダー戦車が、放ほう置ちされたままになっていた。


「いいです。あんなポンコツ」


「レーマが、もったいないって言ってるぜ」


「前と後ろにしか動かせないんですから、意味ありません」


　レーマというのは戦車の操そう縦じゆう士しのメイド。ウズベキスタン出身で、国では機関車の運転士をしていた。そのためか、前進と後こう退たいしかできない。


　レオニーがぼやいた。


「歩かずにすむなら、そうしたいねえ」


「出撃陣じん地ちにトラックとジープがありますから、あれで帰りましょう。長い間歩くのは、わたしも嫌いやです」


「徒歩行軍くらい、ＭＭＭのメイドならどうということのないはずですが」


　そう言ったのは、またもリーラだった。


「宮間様の部下は身体からだがなまっているようですね。退たい役えき者か、メイド刑務所から引っ張ってきたのですか？」


「うるさいですね」


　そう答えたものの、銀髪メイドの言うとおりであった。夕菜が「精神的にタフで凶きよう暴ぼうなもの」をかき集めるため、人員の全すべてをメイド刑務所から持ってきたのである。中には独どく房ぼうでずっと過ごしていたため、体力がかなり衰おとろえているものもいる。


「リーラ、あなたは捕虜なのですよ。少しは遠えん慮りよしないと、ひどい目にあわせちゃいますから」


「ジュネーブ条じよう約やくは遵じゆん守しゆして欲ほしいものです」


「責任を負おうのはシンシアです。わたしたちは関係ありません」


　夕菜は財ざい政せい的、組織的な支し援えんをシンシアの第二装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーから受けている。ついでに責任も負い被かぶせるつもりでいた。


「な……なにをするつもりだ……」


　くぐもった声がする。夕菜の右から聞こえてきた。


　そこにはショートカットのメイドがいた。会計士みたいな真ま面じ目めそうな娘むすめである。ただ武器は持っておらず、背はい後ごから銃じゆうを突つきつけられていた。


「シンシア様に迷めい惑わくをかける気か……この、悪あく魔まめ……」


「シンシアならなにをされても平気です」


「平気なものか。お前と一いつ緒しよにするな」


「わたしこそひ弱でか弱い女の子なんですから、汚よごれ仕事をやらせないでください」


　さらりと返事をする夕菜。メイドは悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんでいた。


　彼女はルーシーという。第二装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニー長シンシアの部下で、お目付役として派は遣けんされてきた。夕菜の暴ぼう走そうを止めようとして、逆に言うことを聞かされているのである。


　シンシアの部下なので無能なはずはないのだが、夕菜の行動が想定を上回っているので、このような目に遭あっている。逃にげられると厄やつ介かいなので、銃口の監かん視し下かに置かれていた。


「お前のことは、シンシア様に報告するからな……」


「シンシアはリーラを敵てき視ししているのでしょう。捕まえたといえば、文もん句くも出ません」


「メイドの規き律りつをことのほか重視する方だ。あんな狂気に満ちた作戦をおこなったと知れば、必ずなんらかの処しよ分ぶんを……」


「そうはなりませんよ」


　夕菜はルーシーの背はい後ごに目をやった。小銃を手にしているメイドが、嬉うれしそうに狙ねらいをつける。


　ボルトを引く音がした。


「ねー、撃うっていい」


「まだです。けど、ルーシーの返事次し第だいでは」


「わーい」


　小こ柄がらな身体からだが跳はねた。彼女はリディアと言って、やはり刑務所に入っていた。罪ざい状じようは殺人未み遂すい。自分より綺き麗れいな女を殺そうとする性質がある。


「早く撃ちたい」


「ルーシー。リディアはためらいませんよ。どういう態度を取るべきか、分かりますね」


「…………」


　ルーシーは目をそらした。瞳ひとみは悔くやしさで一いつ杯ぱいだが、どうにもならない。
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　夕菜は満足した。


「聞き分けがよくて嬉しいです。リディア、撃つのは止やめてください」


「えー」


「駄だ目めです」


　リディアは口を尖とがらせながらも、言うとおりにした。


　リーラはそのやりとりを興きよう味み深げに見ていた。


「……宮間様の部下は、ずいぶん個性的ですね」


　夕菜がじろりと睨にらむ。


「皮肉ですか」


「感想です。正直な」


「あなたと戦うには、普ふ通つうのメイドでは駄目だと思ったから、こういう娘たちを集めたんです」


「懲ちよう罰ばつ部隊でもここまで変わっていませんよ。現場から逃とう亡ぼうしたメイドとかではないのでしょう」


「腰こし抜ぬけになんの価値がありますか。前向きな殺人者ばかりです。他にもサリアというのがいますよ。エーファの姉です」


　エーファというのは、リーラの部下でドジなところがあるメイド。なにかと目をかけられていた。サリアは実の姉である。


「聞いたことがあります。遠いところに姉がいると」


「メイド刑務所にいたんですから、確かに遠いですね」


「やはり、殺さつ人じん癖へきがあるのでしょう」


「ええ」


　サリアは前方を歩いている。夕菜を憎にくんでおり、隙すきを見ては命いのちを狙うので、背後を見せないようにしているのだ。


「よく統とう率そつしていますね」


「簡単です」


　リーラはふっと息を吐はく。


「本来、規律にそぐわず悪質なメイドばかりなのに……宮間様はたいしたお方です」


　さきほどのは詠えい嘆たんのため息であった。噓うそをついているようには感じられない。


　夕菜は胡う散さん臭くさげに、


「なんですか、気持ち悪い」


「宮間様は家事全ぜん般ぱん、このように部隊統率まで高いレベルでおこなわれる。ＭＭＭ所属のメイドとなれば、即そく座ざに中隊を預あずけられるでしょう」


「……噓ばっかり」


「本当です」


　少なくとも、語調に噓は感じられなかった。本気だと受け取れる。


　しかし夕菜にしてみれば、「犯罪組織への加か盟めい」を勧すすめられているようにしか思えなかった。メイドは彼女の、人類の敵てきである。和樹をさらって監かん禁きん（夕菜視点）しているところに身を預けるつもりは、まったくなかった。


「わたしが本部に推すい薦せんすることも可能ですが」


「やめてください」


　夕菜は腰に手を当てて、睨にらみつける。


「どうせわたしを懐かい柔じゆうして、和樹さんを楽々手に入れるつもりでしょう。そうはさせませんから。他の男性をご主人様なんて敬うやまうことなんかしたくありません」


　苦く笑しようするリーラ。


「……宮間様が式しき森もり様から離はなれてくれれば、確かにわたしにとっても楽になります」


「それが御ご免めんだって言ってるんです」


　夕菜は話を打ち切った。こんなことを繰くり返していると、他のメイドたちに示しめしがつかない。もっともメイド刑務所に入っていたような女の子たちだから、そうでもないだろうが。


　塹ざん壕ごうが見えてきた。リーラの中隊と戦ったところだ。まだ硝しよう煙えんの匂においが漂ただよっている。ここを越こえれば、すぐにトラックが見えてくる。


「レオニー、送り狼おおかみがいないかどうか、見張っていてください」


「お？　おお」


「念のためです」


　彼女はリーラの台詞せりふを字句通り受け取るほど、素す直なおでもないのであった。





　トラックに乗ってしばらく、夕菜たちは元いた演えん習しゆう場まで引き返してきた。ここはＭＭＭの管かん轄かつで、なおかつシンシアの目が行き届いているところである。反主流派の息がかかっているため、今の夕菜たちにとっては味方の陣じん地ちとなる。


　演習場のため敷しき地ちは広い。ＭＭＭは州政府にかけあい、五十年間の借しやく地ち契けい約やくを結んでいるという。その代わり州政府高官はＭＭＭの特別ゲストとして下へもおかないもてなしを受けられる。


　ユウナ戦闘団カンプグルツペ・ユウナは演習場の隅すみっこに間ま借がりしていた。周囲には立木が多く、外からはなかなか見ることのできない安全な場所。


　横に大きいバラックが建っており、そこが宿しゆく舎しやとなっていた。夕菜と、当然ながらリーラもそこに入った。


　夕菜はリーラを一室に案内した。捕ほ虜りよなので丁てい重ちような扱あつかいだが、これからも丁重とは限らない。


　部屋は椅い子すと机つくえのみ。窓すらない。リーラは奥おくに座すわらされた。


「さて、リーラ」


　夕菜は彼女の正面に着席し、腕うで組ぐみをしている。


「あなたの処しよ分ぶんですが」


「捕虜に処分があるのですか？　わたしがなにか罪つみを犯おかしたとでも」


「メイドは空気を吸うこと自体が罪です」


　彼女は言い切る。部屋にはレオニーもおり、夕菜自身もメイド服を着ているのだがお構かまいなしだ。


「本当なら墓ぼ石せきなしの穴に埋うめたいくらいです」


「そっちの方が本当の犯罪ですね」


　リーラの両手には、まだ手て錠じようがかけられている。鍵かぎは夕菜が持っているが、外はずすつもりはない。


　銀ぎん髪ぱつメイドの態度は落ち着いたままだ。恐きよう怖ふは感じてなさそう。元より大変強きよう靭じんな精神力の持ち主ぬしである。本業が高校生の夕菜に尋じん問もんされたところで、痛くもかゆくもないのだろう。


　夕菜は鋭するどい視線を向ける。


「……さて、本題なんですけど」


「なんでしょう」


「和樹さんはどこにいるんです？」


「それを知ってどうするのでしょう」


　夕菜はむっとした。


「わたしは和樹さんの妻です！　さらわれたんだから、助けるに決まってます」


「妻、ですか」


　リーラの口く調ちようは変わっていないものの、夕菜はその裏を感じ取り、激げつ昂こうする。


「妻なんです！　リーラもわたしのことを奥様と呼んだでしょう」


「呼ぶだけなら、ここでも呼べますが」


　あっさりとした返事。夕菜は絶ぜつ叫きようしようとしたが止やめ、腰こしを浮うかせていたのを下ろした。


　気を取り直し、ぴしゃぴしゃと頰ほおを叩たたく。いけないいけない。わたしを怒おこらせるつもりだ。尋問される側の冷れい静せいさを失うしなわせるのはよくある手段だが、こっちが引っかかってどうする。


「ふう……リーラ」


「なんでしょう」


「和樹さんの居場所を話すつもりはないんですね」


「残念ですが」


「あなたを拷ごう問もんにかけることもできます」


「……ああ、そういえば宮間様は、エーファの目の前で皿を割るという拷問をしたそうですね」


　離れたところで聞いていたレオニーが、恐おそろしげに長身をすくませていた。メイドにとって家事のミスはなによりも恥はずべきことである。目の前でやるあたり、残ざん酷こくと思われるのもある種当然だった。


　夕菜は横目でレオニーを見て、こほんと咳せき払ばらい。


「……まあ、それはいいです。リーラ、本当に話すつもりはないんですか」


「はい」


「本当に？」


「はい」


　銀髪のメイドはにこりとしている。その後ろにある強な精神。


「……分かりました」


　夕菜は立ち上がった。指でレオニーに合図。


「リーラを、どっか別の場所に閉じこめておいてください。見張りを立てるのを忘れないように」


「了りよう解かい。あー、でも、隊長」


「なんですか」


「見張りの身元は確かめた方がいいぜ」


「なんでですか。あなたたちの身元なら、刑けい務む所しよで把は握あくしています」


　当然だがレオニーらは厳げん重じゆうな身元確かく認にんがおこなわれている。皮肉にも収しゆう監かんする前の徹てつ底てい的なチェックによって、並なみのメイドよりも身辺はあきらかになっていた。


　レオニーは首を振ふり、


「そうじゃなくて、リーラだろ……人気あんだよ」


「？」


　首を傾かしげる夕菜。レオニーは声を低くした。


「第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーのリーラって言ったら有名人だ。あたしやリディアみたいに憎にくんでるなら別だが、潜せん在ざい的てきなファンがいるかもしれねえ」


「戦ったのに？」


「リーラの身み柄がらを手みやげに、第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーに寝ね返がえるって、ありそうな話だ」


　夕菜は振り返って、銀髪メイドを確認。当の本人は苦く笑しよう中。


「……わたしは自分をそれほど高く評価していないので、ファンと言われても困ります」


「わたしの方がよっぽど困ります！　レオニー、リーラを連れてってください。見張りはあとでちゃんとした人を選びます。それまではあなたが」


「げー」


　レオニーの顔にはありありと、「余よ計けいなことを言うんじゃなかった」との台詞せりふが浮うかんでいた。夕菜は無視して、


「リーラ、食事はちゃんと一日一回あげますから、大人しくしてなさい」


「それは赤十字に抗こう議ぎできるレベルですね」


「メイドに人権はありません」


　理り不ふ尽じんな台詞で話を終わらせると、彼女はあとをレオニーに任まかせて部屋から出た。





　　　　○





　一方こちらは『モルトケ・ハウス』から数十キロ離れたドイツ某ぼう所しよ。


　色黒で気の強そうな顔をしたメイドは、腕うで組ぐみをしていらいらと室内を歩き回っていた。


　右に行って左に行ってまた右に行ってと、落ち着きがない。時々立ち止まり、とんとんと足あし踏ぶみもしている。


　和樹はその光景をなんとなく眺ながめていた。


　眼前のメイドはセレン。和樹は夕菜の攻こう撃げきが始まるや否いなや、『モルトケ・ハウス』から連れ出され車に乗せられた。途と中ちゆうで彼女と合流し、この地まできたのである。セレンの部下は、急きゆう造ぞうの護ご衛えい役やくであった。


　その護衛役の指揮官が実に落ち着かない。露ろ骨こつにいらいらしているので、話しかけるのもためらわれた。


　部屋の扉とびらが開いた。メイドの一人が、息を切らして駆かけ込んでくる。


「セレン中尉ハウスメイド、エルゼ少尉パーラーメイドから連れん絡らくです。やはりリーラ様は……」


「……くそっ」


　セレンは吐はき捨てると、ひらひらと手を振った。メイドは敬けい礼れいをして立ち去る。それからはあっと息を吐いて、簡かん素そな椅い子すに腰こしかけた。


「あの、えーと」


　和樹は恐おそる恐る声をかける。


「ん？」


　セレンは安っぽいスペイン産の紙巻きタバコに火をつけようとしていた。手を止めて和樹を見る。


「なにがあったの？」


「あたしたちの隊長が捕つかまった」


「……リーラが？」


「ああ。ミヤマが人ひと質じちたてて交こう渉しようしてきたんだと。あんたとの取り引きだったらしいが、こっちに連れてきたんでリーラが身み代がわりの人質になった」


　セレンは面おも白しろくもなさそうに言った。和樹は「やっぱり」と納なつ得とくする。


　眼がん前ぜんのメイドが鋭するどい視線を飛ばす。


「……ずいぶん落ちついてんな」


「そうでもないけど……なんというか、夕菜らしいなあって」


「もっと怖こわがるとかしろよ、可愛かわいげねえ」


「でも夕菜の方が付き合い長いし」


　和樹は夕菜の爆ばく発はつ（と玖く里り子この押おし倒たおしに凜りんの刀かたなさばき）には非常に慣なれている。人間台風をやり過ごす方法も身につけたのだ。所しよ行ぎようを聞いても「やはり」という感想が先に出てきた。


　セレンは感心したような、不思議な顔。


「タフだね、お前」


「そうかな」


「そのタフさ、リーラにも見せてやると喜ぶぜ」


　彼女は立ち上がると、扉を開けて怒ど鳴なった。


「ロヴェルティーネ！」


「はい」


　すぐに、眠ねむそうなメイドが出てきた。睡すい眠みん不足ではなく、元からこういう顔なのだ。セレンの古くからの部下である。


「あっちじゃ誰だれが指揮とってんだ」


「エルゼ少尉パーラーメイドですね」


「ネリーじゃないのか」


「エルゼ少尉パーラーメイドの方が先任でしょう」


「じゃあ……」


「え？」


　和樹は聞き流すつもりだったが、つい声に出した。二人がこっちを向く。


「なんだ」


「あ、ごめん……セレンが指揮を執とるんじゃないの？　だって中尉ハウスメイドって少尉パーラーメイドより上だろ」


「あたしは指揮官に向いてねえんだ」


「でも、階級ってそういうものだと思うけど……」


　語ご尾びが小さくなる和樹。セレンが前を向く。ロヴェルティーネは肩かたをすくめていた。


　セレンは渋しぶい表情を作りつつ、


「……分かったよ。あたしが指揮を引き継つぐ。エルゼに中隊引き連れてここまで来いって言っといてくれ」


「了りよう解かい」


　ロヴェルティーネは敬けい礼れいすると走り出す。気だるそうな外見にかかわらず、動作は機き敏びんだ。


「シキモリ、協力してもらうぞ」


「え？」


　和樹は思わず、自分自身を指さした。


「僕が？」


「そうだ。リーラはＭＭＭで一番のメイドだ。いつまでも捕つかまっているとは思えねえが、万一ってこともある」


「いいけど……でも」


「なんだ？」


　それほど逡しゆん巡じゆんすることもなく、言葉を続ける。


「夕菜を傷つけることだったら、手伝えないよ」


　ここははっきり言った。リーラにもかねてから言い含ふくめておいたことであった。


　しかしセレンはリーラではない。自分の髪かみに手をやって、くしゃくしゃにする。


「あのな、ミヤマはリーサルウェポンだ。今度は部隊まで率ひきいている。放ほうっておいたら、こっちまでやられちまう。反はん撃げきは当たり前だろ」


「リーラは約束してくれたよ」


「……ぐ」


　セレンは言葉を詰つまらせる。嫌いやそうに和樹を見ていた。


「僕は、リーラにできることならセレンにもできると思ってるんだけど」


「あのな……」


「違ちがった？」


　反論される直前に言う。セレンは一いつ瞬しゆん絶ぜつ句く。


「……ったく」


　彼女はもう一度、自分の髪をくしゃくしゃにした。


「分かったよ未来のご主人様。あんた子供みたいな顔をしてるくせに、割と食えないな」


「まあ……夕菜と一いつ緒しよにいるから」


　和樹は、我われながらひどいこと口にしてるなと感じながら、微笑ほほえんだ。





　　　　○





　夕菜は待たい機き室（会議室を借り上げ）に戻もどると、パイプ椅子にどかりと座すわった。奇きしくもセレンが腰を下ろしたのと同時刻であった。


「うー、だりい」


　うなりながらレオニーがやってきた。


「リーラの監かん視し、順番決めてきたぜ。希望とって、目をきらきらさせて手を上げたやつは省はぶいた」


「ご苦労様」


　死んでるときでもリーラは油ゆ断だんがならないというのが、夕菜の説である。相手はマネートレードから戦せん闘とう機き操そう縦じゆうまでできるスーパーメイドだ。聞くところによると奇術士ばりの縄なわ抜ぬけまでできるというから、用心に越こしたことはない。


「今は大人しくしてるみたいだな」


「そうですか。なに考えているんだか」


「よく分かんねえな」


　素す直なおな感想だった。リーラは人を安心させる微笑や、白はく磁じ器きのような美しい肌はだをしているものの、一定以上心を他人に踏ふみ込こませることがない。


　レオニーは椅子に座らず、襟えり元もとに指を突つっ込んで、手でぱたぱたあおいだ。


「あと、酒欲ほしがってるやつがいるぞ。戦闘終わったら自由にさせるって、約束したろ」


「あれですか」


　夕菜は報ほう酬しゆうを要求するメイドに対し、酒と男と女を自由にさせるとの確約をした。男はともかく女も含ふくまれているのは、レオニーによると「レズがいるから」。


　夕菜は座ったまま天てん井じようを眺ながめる。


「別に勝ったわけでもないんですよね」


「負けてもいないだろ」


「でも、お酒はともかく、他はわたし知りません」


「詳くわしいやつならいくらでもいるよ。問題は金だ」


「支し払はらいは第二装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーに任まかせます。自由に遊んできていいって、伝えてください。ただし半分だけです。交こう代たい交代で」


「あいよ」


　レオニーは待機室から出ていく。当人はそれほど喜んではいなかったので、残るつもりなのだろう。出会った当初の印いん象しようとは違い、妙みように義ぎ理り堅がたいメイドである。


　さて、と夕菜は考えた。これからどうしたらいいだろう。


　リーラはまず和樹の居場所を白はく状じようしない。そんなことは見れば分かる。あのメイドの神経は鋼こう鉄てつである。絶対に弱みを見せることはないはずだ。目の前で皿を割れば確かに悲しそうな顔をして掃そう除じを申し出るだろうが、肝かん心じんなことは言いそうにない。


　ならばどうするか。手当たり次し第だいに攻こう撃げきをかけましょう、と言いそうになったが、やはり駄だ目め。いつまで第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーが『モルトケ・ハウス』にいるか分からず、こちらは半分が酒と男と女をあさりに行くのだ。もう一戦やらかしたら、負ける可能性はさっきよりもぐんと上がる。


　相手よりも低い兵力を抱かかえつつ、持ち駒ごまであるリーラを最大限生かすようにしなければならない。夕菜は頭を悩なやませた。


（……なんでこんなこと考えなきゃならないのかしら。わたし、ただの高校生なんですよ。リーラと関かかわったせいでこんな……）


　そこではっとする。


（いけない、和樹さんがさらわれたままなんです）


　そう思うと、また怒いかりという名のエネルギーが湧わいてきた。


　無む性しようにやる気が出てきた。頭の回転も速くなった気がしている。


「誰かいませんか？」


　しばらく呼びかけると、気の弱そうなメイドが、ひょっこり顔を見せた。


　夕菜は彼女を見るなり、素そっ気けない口く調ちようになる。


「サリア、後ろ手でナイフを隠かくし持つのは止やめなさい。そんなにわたしが憎にくいんですか」


「……あんたはあたしの正体をすぐに見抜いた。殺してやる」


　メガネの少女だが、レンズの奥おくがぎらぎら輝かがやいている。妹のエーファと違ちがい、血を見るのが大好きなのだ。


「あとにしなさい。ルーシーを連れてきて。殺さずに」


　サリアは犬みたいな目で夕菜を睨にらむと、きびすを返した。


　おかしなことに、性格に一ひと癖くせあったり殺人衝しよう動どうが強いメイドほど、夕菜に従したがう傾けい向こうがあった。どうも夕菜が攻撃精神を常つねに爆ばく発はつさせているので、あてられてしまうらしい。癖があるメイドであればあるほど、ある種のシンパシーか、ボス犬に従したがうみたいになっていた。


　ルーシーが連つれてこられた。背はい後ごには武器を持ったサリアがついている。シンシアからのお目め付つけ役やくなのに、まるで犯罪者みたいな扱あつかいだ。


「なんの用だ」


「お金のことです」


　と夕菜。


「半分ほどお酒を飲みに行っちゃいました。代金はそっちに回しますから、処しよ理りしてください」


「断ことわる権利はないのだろう」


「別にいいですけど」


　夕菜は呑のん気きに言ったが、ルーシーの背後ではサリアが目をぎらつかせている。


「……分かった」


　彼女は他に返へん答とうのしようがない。


「それだけしか用がないなら、戻もどらせて欲しい」


「まだです。シンシアを連れてきてください」


「なんだと？」


　さすがにルーシーの顔が険けわしくなってくる。夕菜は繰くり返した。


「シンシアです」


「シンシア様になんの関係がある。この犯罪者集団を率ひきいているのは、お前だ」


「一応、シンシアのバックアップを受けているんですから、来てもらうことに不ふ都つ合ごうはないでしょう」


「なにか目的があるのだろう。聞くまでは、従えないぞ」


　さきほどの金の件とはうってかわり、ルーシーの抵てい抗こうは激はげしかった。恐おそらく背後にサリアがいなければ、摑つかみかかってきたはずである。


　シンシアもリーラと並び、部下に慕したわれているメイドである。リーラがあまりにも有能すぎるためしばしば隠かくれてしまうが、彼女も相当なものだ。


　だから、ルーシーも逆さからっているのである。


「ひどいことはしません」


　と夕菜。ルーシーは納なつ得とくしていない。


「誓ちかえるか。シンシア様を傷つけたりしないとここで誓えるか」


「なんでわたしがメイドに誓いなんか立てるんですか」


「わっ、私に強制だけするのか!?」


「そうですよ？」


「…………！」


　夕菜の中でメイドは間違いなく敵てきなので、なに一つ約束をしたくないのである。


「それはそれとして、シンシアを」


　サリアにちらちら視線を移す。


　ルーシーは唇くちびるを嚙かんでいた。


「……拒きよ否ひ権けんはない、と言いたいんだな」


「もちろん」


　ショートカットのメイドは、がくりと肩かたを落とした。


「お前は本当に……悪あく魔まだ」


「メイドに言われても、なんとも思いません」


「なぜシキモリとやらはお前の側そばにいるのだ」


「今はメイドの側にいるから、助けなきゃならないんです。さあ、シンシアを」


　夕菜は急せかした。ルーシーは視線を合わさずに退たい出しゆつしていった。





　入れ替かわりにレオニーが入ってくる。ルーシーのことを驚おどろいたように見ていた。


「はー、あの気の強いのが、しょんぼりしてたぜ。とぼとぼ歩いてやがる」


「なんです」


「遊びたい連中はトラックに乗せて街まで送り出した。帰りは明日だ」


「結けつ構こうです。あなたは？」


「あたしはまだいいよ」


　レオニーは長身をかがめるようにし、声を小さくする。


「どうせ、またろくでもねえことすんだろ。付き合ってやるよ」


「……ろくでもない、というのは語ご弊へいがあります」


　夕菜はゆっくりと反論した。


「和樹さんを助けるのに必要なことです。目的は手段を正せい当とう化かします」


「……まったく、とんだ悪党だよな、隊長」


　レオニーはいかにも面おも白しろそうにしていた。夕菜は対たい照しよう的てきにつまらなさそう。


「変なこと言わないでください」


「メイド服着てメイドの格かつ好こうなのに、メイド嫌ぎらいなんだろ」


「大嫌いですね」


「リーラはあんたがメイドとして大成するみたいなこと言ってたぜ。そんだけ素そ質しつがあるのにメイドの道を選えらばないってなかなかねえぞ」


「どうだっていいです」


　メイドとして優ゆう秀しゆうだ、というのはリーラからしばしば聞かされたことだ。はっきり言って嬉うれしくはない。掃そう除じ洗せん濯たく料理は得意だし、褒ほめられれば舞まい上がることもあるが、「メイド」だと心がぴくりともしなくなるのである。そしてそんな自分を惜おしんだり恥はじたりする気もない。


「メイドは全員敵です。レオニー、あなただって信しん頼らいしてるわけではないんですから」


「そりゃあたしだって同じだ。サリアやリディアもきっと同じだぜ」


「じゃ、なんの問題もありませんね」


「そういうこと。ただ、あたしとしては、こんな面白いことをやってくれる悪党様の動きを、最後まで見ていたいところだ」


　レオニーはかがんでいた身体からだを元に戻もどす。座すわっている夕菜からは、彼女の身長がひときわ高く感じられた。


「で、これからどうすんだい、隊長。このままでぼーっとしてるのか」


「まさか」


　夕菜はとんでもないと付け加える。


「これからが本番です、せっかく捕ほ虜りよが手元にいるんですから」


「磔はりつけにでもするか」


「いいですけど、利用価値がなくなります。わたしの目的は、和樹さんを助け出して、できればリーラの部下のメイドに一いち撃げき与あたえることです」


「でもうちは、しばらく戦せん闘とうしねえ方がいいぞ。遊んでるやつもいるし」


「策があります。わたしの言うとおりに動いてください」


　そして二人はしばらく、ぼそぼそと話を続けた。





　第二装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーのシンシアとルーシーがやってきたのは、二時間後のことであった。シンシアは後方にいて、情勢報告だけを受け取っていた。


　メガネ姿の、冷たい印いん象しようを与えるメイドである。実際、自分の主人一家以外の人間を、重要視しているようにはうかがえない。


　彼女は夕菜に会うなり、いつもの冷ややかな目つきを向けてきた。


「なんの用だ」


「座りませんか」


　夕菜は椅い子すを勧すすめた。パイプ椅子だが、数はいくらでもある。


　シンシアは無視して立っている。若じやつ干かん離はなれていた。以前夕菜と対決して負けたことがあるから、精神的な距離があるのだろう。彼女の横にはルーシーがいる。


「攻こう撃げきは成功したようだな」


「……引き分けです」


　夕菜にしては控ひかえめの返へん答とうだ。いつもなら「メイドに負けたことなんてありません」と啖たん呵かを切っているところである。


「ほう。確かに、第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーほど実戦経験を積んでいるところはないからな。経験はともかく、練れん度どは私の中隊に劣おとるが」


　夕菜はなんの感想も伝えない。ただ、シンシアの言葉にある自信と誇ほこりをかぎつけてはいた。


　それを知ってか知らずか、シンシアは訊きいてくる。


「ルーシーがここまで消しよう耗もうしたのだ。激しい戦いだったと思うが……」


「わたし、どういうのが激しくて、どういうのが激しくないか分かりませんから」


「ふん」


　なんだか鼻で笑ったような気がする。


「リーラを捕虜にしたそうだな」


「ええ」


「上出来だが、シキモリもいないことには反はん主しゆ流りゆう派はとしては困こまる」


「もちろん奪だつ回かいします。そのために、あなたを呼んだんですから」


　ここでようやくシンシアは興きよう味みを示したのか、パイプ椅子に腰こしかけた。


「どのような手段で？」


「リーラと和樹さんの交こう換かんです」


　夕菜はきっぱりと言った。


「リーラを取り引きの材料にします。ＭＭＭ最高のメイドなら、条件を呑のまざるを得ないでしょう。そのための人ひと質じちなんです」


「いきなり非ひ合ごう法ほうだな」


「メイド相手に合法なんて言ってられません」


　つまり一種の捕虜交換だった。実際の戦争でもしばしばあることで、互たがいの人質を引き渡わたすことによって取り引きは成立となる。違ちがいは、（夕菜視点はともかく）和樹は人質ではないということだ。


「リーラと和樹さんなら、対たい等とうな条件です」


「人物評価には言いたいこともあるが、今はいい。しかし取り引きに応じるとは限らない」


　とシンシア。


「どうしてですか」


「シキモリはともかく、リーラ自身が望まないだろう。あの女は、仕つかえているもののためなら、命を捨てることも厭いとわない」


「怪け我がにはわりと気を遣つかっているみたいでしたけど」


「自分が負ふ傷しようしては、シキモリが不便を被こうむると思っているからだ。命を捨てること以外に解決策がないのなら、躊ちゆう躇ちよはない。中世に生まれていたら美び談だんになるような話だ」


「……ずいぶん買っているんですね」


「私もリーラは好きではないが、能力を不当に見積もったりはしない」


　恐おそらくそれが、シンシアの利点の一つなのだろう。


　リーラへの評価にはケチをつけたくなったが、おおむねそうだろうと夕菜は思った。確かにあの女は犬みたいに従したがう。


　だからといって、人質交換を放ほう棄きするわけにもいかない。


「リーラがなにを言おうと、交換の材料になってもらいます。いざとなったら、猿さるぐつわをしちゃえばいいんです」


「過か激げきだな」


「喋しやべらなければお人形さんと一いつ緒しよです」


　夕菜の台詞せりふに、シンシアはふっと笑う。


「第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーもいるのだろう。もう一度戦うのか」


「それは考えどころです……シンシア、あなたの部隊ならもっと戦えますか」


「無論戦える」


　さすがにこの瞬しゆん間かん、シンシアのライバル意識が表面に出た。彼女にとって、リーラとの比ひ較かくは配下の部隊であろうと負けたくない気持ちが強いらしい。


「私の中隊なら互ご角かく以上に戦う自信がある」


「ふうん……」


　さすがに夕菜も感心した。実際に強いかというより、シンシアの自信とライバル心を珍めずらしがっていた。


「それは頼たのもしいですね」


「言っておくが、戦うことはないぞ。なんのためにお前に部隊を与えたのか分からない」


「もちろん知ってます」


　夕菜は多少の疑ぎ念ねんが加えられた台詞を、さらっと受け止めて流した。


　話題を変える。


「シンシアの部隊のことは置いておくとして……一番の問題は和樹さんなんです。リーラがあらかじめどこかに連れて行っちゃったんです」


「だろうな。あらかじめいくつもの手を打っておく女だ。保護されているのだろう」


「そこで頼みがあるんです」


　夕菜は身を乗り出した。


「シンシアの力で、探さぐり出してもらえませんか」


「私がやれと？」


「ええ。あちこちにコネとかあるでしょう。リーラの仲間たちがどこに行きそうかくらいなら、分かると思うんですけど」


「…………」


　シンシアは、ついと視線を外はずす。眼鏡めがねの奥おくで、小こ刻きざみに眼がん球きゆうが動いていた。


「……心当たりはある。調べれば、他にもいくつか候こう補ほ地ちが出てくるだろうな」


「お願いします」


「気が進まないな」


「はい？」


　きょとんとする夕菜。シンシアの口く調ちようは、ことのほか真しん剣けんだった。


「私の部下のルーシーが、精神的ショックを受けたようになっている。肉体的な疲ひ労ろうの色も濃こい。なにをしたのだ」


「戦場ではよくあることです」


　夕菜はとぼけた。教えてもいいが、シンシアの女教師みたいな顔に、皺しわが増えるだけだろう。


「ならば協力はできん。私も部下は大事だ」


「別にいいじゃないですか」


「いいわけなかろう。元よりお前たちは員いん数ずう外がいだ。第二装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーとはなんの関係もないことになっている。ますます協力できないな」


　シンシアは、パイプ椅い子すから立ち上がった。夕菜を軽けい蔑べつの目で見つめている。


「これからも自分の力でなんとかすることだ。遊びの金くらいならもってやる」


「そうですか」


　夕菜は特に怒おこった仕し草ぐさは見せない。むしろリラックスして、にこにこしている。


　右手で髪かみ留どめをわざとらしくいじった。


「もう帰るんですか？」


「訓練がある」


「第二装こ……ええと、シンシアの部下は全員いるんでしたっけ」


「半分しか連れてきていない。残りはノーフォークに置いてきた」


「半分いれば十分ですね」


　夕菜は髪留めから手を離す。それが合図だった。


　扉とびらが大きく開けられ、銃じゆうを手にしたメイドたちが乱らん入にゆうしてきた。先頭はレオニーだ。さらにリディア、サリア。


　シンシアとルーシーに銃口が突つきつけられる。
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「なっ……！」


　驚きよう愕がくするシンシア。隣となりのルーシーは、はじめからあきらめ顔だった。


「なにをする!?」


「協力してもらえないみたいなので、ちょっと強ごう引いんな手段に出てみました」


　夕菜も椅子から立ち上がり、にこりとする。


「別に構かまわないですよね。シンシアもわたしを利用しようとしてたんですから」


「いい加か減げんにしろ、銃を下ろせ！」


　シンシアが怒ど鳴なりつける。が、誰だれ一人として従したがおうとはしない。


「そうもいかねえんだよ」


　レオニーが銃口を微び動どうだにさせず言う。


「あたしらとしても、シンシアの手伝いが必要なわけ。リーラの部下と、またやり合うかもしれねえからなあ」


「誰が協力するか」


「してもらうさ。あたしらは、高こう慢まんなイギリス女のいけ好かねえ命令より、ム所から出してくれた隊長に従うんでね」


　リディアの手が伸のび、シンシアのホルスターから拳けん銃じゆうを奪うばった。


「預あずかっておくからねー。言うこと聞かないと、返してあげないよ」


　ルーシーは武器を持たされていない。一応サリアが見張っていた。


「さて、シンシア」


　夕菜はイギリスメイドの正面に立った。


「協力をしてもらいます。和樹さんがどこにいるか、関係各所にお願いして探さぐる役やくです」


「……協力しないと言ったはずだ」


　さすが中隊長職の大尉ハウスキーパー。物理的な抵てい抗こうこそしていないが、心はまだ屈くつしていなかった。


「いいえ、どうあっても協力することになっちゃいます。レオニー、確か詐さ欺ぎ罪ざいで収しゆう監かんされていた娘こがいましたよね」


「ああ。保険会社から金騙だまし取っていたやつな。事故の被ひ害がい者のふりをしてたんだ」


「声こわ色いろが得意だったはずです。連れてきてください。シンシアの声を覚えさせて、電話をかけてもらいます」


「なんだと……！」


　驚きよう愕がくするシンシア。


「あと文書偽ぎ造ぞうで捕つかまっていた娘も。あの腕うでならシンシアの命令書をでっちあげることくらい、簡単でしょう」


「あいよ」


　レオニーはあとをリディアに任せて、宿しゆく舎しやへ走っていく。


　シンシアは夕菜に飛びかかる寸すん前ぜんだった。彼女が今まで見せたことのない態度だ。


「なにをさせる気だ……！」


「あなたがするんじゃありません」


「文書偽造だと!?」


「とりあえず、あなたの部隊は一時的にわたしが使うことにしますから。シンシアの正式な命令書があればいいでしょう」


「命令書の偽造は重じゆう罪ざいだぞ！」


「わたし、メイドじゃありませんから」


　夕菜はリディアとサリアに合図。第二装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーの二人は、後ろから銃じゆうを突きつけられて、抵てい抗こうもできずに引っ張られることになった。


「そうそう、二人にはこれからも付き合ってもらいます」


　夕菜はにこっとする。


「なにを……」


「シンシアを人ひと質じちにしちゃえば、疑うたがい深いメイドもわたしの言うこと聞きますよね」


「どこまで悪あく魔まなんだ！」


　シンシアが怒ど鳴なる。夕菜は可愛かわいらしく頰ほおを膨ふくらませた。


「ひどいです。女子高校生を捕つかまえて」


「お前は全すべてのメイドにとって敵だ！」


　絶ぜつ叫きようするシンシア。夕菜は「光こう栄えいです」と言って手を振ふった。





　部屋の扉とびらが開く。リーラはそちらに顔を向けた。もっとも、ここまで聞こえるような騒さわぎがあったので、誰だれが来るのかはだいたい分かっていた。


「入れ」


　シンシアが室内に突き飛ばされた。髪かみが乱みだれている。敵かなわぬまでも抵抗していたのだ。


　扉は素す早ばやく閉められて、外から鍵かぎがかけられた。


「……くそっ」


　乱れた髪もそのままに、彼女は頑がん丈じようそうな扉を蹴け飛とばす。


「上流階級出身とも思えない態度だな」


　シンシアが振り返った。


「……リーラ！」


「こんなところで再会するとはな」


「神もお人が悪い。教会への寄付は怠おこたりないつもりだったが」


「人が悪いのは宮間様だろうな」


　リーラは壁かべ際ぎわの椅子に腰かけたまま、薄うすく笑った。


　今いる部屋は、一種の監かん獄ごくである。リーラのような捕ほ虜りよを収しゆう監かんするため、夕菜が作らせたのだ。内部は広いものの、椅子と粗そ末まつなベッドがあるだけで素そっ気けない。扉は当然、頑丈な作りになっている。


　シンシアはベッドに座すわった。


「リーラ、お前を捕とらえたと聞いたが、まさか同室とは思わなかった」


「わたしもだ。てっきりお前は宮間様に協力したのだと考えていた」


「最初はな。悪あく魔まと手を組むと、どういうことになるか学んだよ」


「宮間様は悪魔ではないな。それ以上のなにかだ」


　リーラは言った。自分でも口が過ぎるような気はしているが、夕菜が悪あつ鬼きのような暴あばれ方をするのもまた確かだ。あのバイタリティはなにかに生かせないだろうか。まさか発電には使えないだろうから、それこそメイドとして。


　シンシアは口をつぐんでいる。一見それとは分からないが、内心は相当なショックを受けている模も様よう。以前、コンベンションセンターで夕菜と一いつ騎き打ちをし、敗はい北ぼくしたことがある。ここでもまたやられてしまっては、プライドの高い彼女はかなり傷きずついただろう。


「リーラ」


　そのシンシアがこちらを向く。


「ん？」


「脱だつ出しゆつするつもりはないのか」


　リーラは室内に目を這はわす。天てん井じようも床ゆかもざっと観察。


「……無理だな」


「靴くつに鉄の中なか敷じきを仕込んでいるだろう。歯がついていたはずだ」


「詳くわしいな。時間をかければ鉄てつ格ごう子しの切断もできるが、肝かん心じんの窓がない」


　夕菜はこの部屋の窓を、鉄てつ板ぱんで塞ふさいでしまったのだ。リーラは念ねんのため叩たたいて確かく認にんしたのだが、相そう当とう厚いらしく、ぺたぺたとした音しか返ってこなかった。


　リーラは親指で扉を指す。


「出入りはそこの扉でしかできない。もちろん見張りがいる」


「私も見た。命令がなければ、すぐにでも人を殺しそうなメイドだった。ミヤマはよくあんなのを操そう縦じゆうしているな」


「あの方は、あれで様々な才能をお持ちだ」


　恐きよう怖ふと報ほう酬しゆうで支配しているようだが、うまく回っているのだから適てき任にんなのだろう。刑けい期きの終わっていない犯罪者メイドで部隊を編成するとは、さすがのリーラも考えつかなかったことである。


「これからどうするつもりだ」


「どうもこうも、出られないなら大人しくするよりあるまい」


　シンシアの質問に、あっさりと返事。


「へたなことをして体力を消しよう耗もうするのも損そんな話だ。ハンストでもするか？　宮間様は喜んで食事を取り上げるぞ」


「赤十字の視察でもあれば、ハンストは有効なんだが」


「宮間様は、薬箱のマークくらいにしか思っていないだろうな」


「このままだと、利用されるだけだぞ」


　シンシアは苦にが々にがしい表情を作っている。そのあたりはリーラも同感である。


「わたしを材料にして、式森様と交こう換かんする気だ。部下の威い圧あつはまた戦車でも引っ張り出して対抗するんだろう」


「私の部隊を使う気だ。命令書を偽ぎ造ぞうすると言っていた」


　憮ぶ然ぜんとしているシンシア。リーラは吹ふき出しそうになった。


「それはまた、とんでもないアイディアだな」


「ＭＭＭのメイドなら軍法会議どころではないのだが」


「メイドではないから縛しばられない、くらいは言っているのだろう」


　夕菜が合法手段だけをおこなうはずはなかった。メイドと戦うのなら生物兵器すら手ぬるいと言い出しかねないのである。


　あの勝利への執しゆう着ちやく心しんは戦略立案家としてはまったく不向きだが、小しよう規き模ぼの前線指揮官なら適任だ。少なくとも戦場から逃にげ出すことがない。


「なんにせよわたしたちにできることは、身体からだを休めることくらいだ」


「…………」


「不満か？」


「お前と同じ結論になったのが、気に入らないだけだ」


　むっとした表情を崩くずさずに、シンシアは答えた。


　リーラは「それは嫌いやな偶ぐう然ぜんだ」と言うと、ベッドにやってくる。シンシアが座っているにも拘かかわらず、横になる。


「おい、どういうつもりだ」


「ここは元々わたしが使っていたベッドだ」


「一つしかないんだぞ」


　リーラは一応、中央から右に身体をずらした。


「交こう代たいで寝ねるか？」


「今寝る」


　シンシアもベッドに横になる。二人ともメイド服のままだが、塹ざん壕ごうの中だと思い込むようにした。


　リーラは身体ごと壁を向いた。


「……こんなところを部下に見られたら大変だ」


　背中からシンシアの嘆なげきが聞こえる。念ねんのため返事。


「シンシア、わたしに奇き妙みような趣しゆ味みはないからな」


「当たり前だ。そんな趣味の持ち主が、ＭＭＭにいてたまるか」


　ならばいい。妙なことになったら互たがいに困こまるのである。噂うわさだけでも監かん査さが首を突っ込んでくる。訓練名目ならなんとかごまかせるかもしれないが、そんな訓練あるだろうか。


　リーラは軽く目を閉じた。





　　　　○





「周囲に塹壕掘ほっとけ。対戦車火器は全周に配置。予備兵力はあたしの小隊とエルザだ」


　セレンが続けざまに指示を出す。メイドたちはその都つ度どあちこちに動き回った。


　和樹はリーラの抜ぬけた第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーに連れられ、郊こう外がいの農地に移動した。ここなら思いっきり戦えるからだ。


「鉄てつ条じよう網もうは二重にしろ。できるんなら三重でもいい。土ど囊のうは胸きよう壁へきになればいいから、必要以上に積むなよ。洗せん濯たく物ものを干ほす要よう領りようで、なるべく広く使うんだ」


　てきぱきとしている。日ごろががさつなだけに、こうなると妙な安心感もあった。


「中尉ハウスメイド」


　眠ねむそうな声と共ともに、眠そうなメイドがやってくる。ロヴェルティーネだ。


「なんか手紙が送られてきました。書かき留とめです」


「借金取りか？　ここに転てん属ぞくしたときに返へん済さいしたはずだぞ」


「差出人の住所は、ハンブルクの訓くん練れん施し設せつになってますね」


　セレンは指で乱らん暴ぼうに封ふう筒とうを開けた。中身を引っ張り出す。


「なになに……ほお……へえ」


　彼女一人で納なつ得とくすると、誰だれにも見せないように折りたたみ、ポケットに突っ込む。


「ロヴェルティーネ。火か器きをじゃんじゃん集めて、火力を上げさせろ。あと集音マイクと赤せき外がい線せんカメラの用意だ。エルゼを呼んできてくれ」


「はい」


　ロヴェルティーネがいなくなってから、和樹は訊きいてみる。


「えーっと、なにがあったの？」


「ミヤマが取り引きを申し込んできた」


「夕菜が、なんて？」


「うちの中隊長を帰して欲ほしければ、あんたと交こう換かんだと」


「ええ!?」


　仰ぎよう天てんした。交換という手段もさることながら、夕菜がリーラを捕つかまえたのである。どんな手段を使ったのか見当がつかないが、とにかく手の内うちに収おさめたらしい。


「さっきの手紙だと、他にも中隊長クラスを人ひと質じちに取っているらしい。めんどくせえ話だ。大尉ハウスキーパークラスが二人も捕ほ虜りよなんて、ＭＭＭはじまって以来じゃねえのか」


　伝統的にメイドの指揮官は、戦いの先頭に立つことが多い。かつては主人と共に騎き乗じよう突とつ撃げきもおこなったのだ。そのため負ふ傷しようしたり捕虜になるケースもあるのだが、二人というのは前ぜん代だい未み聞もんであった。
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「手紙にゃ取り引き日時と方法も書いてある。なんか中隊ごと行ってもいっこうに構かまわないんだそうだ。自じ前まえの部隊に自信持ってるらしいな」


「……一いち応おう訊くけど、どうするの？」


「もちろん、乗る」


　セレンは断だん言げんした。迷まよいがない。


　外からメイドが一人走ってきた。エルゼ少尉パーラーメイドである。


「お呼びですか」


「お前の小隊を先行させる。カモフラージュができるようにして、出発準備だ。ラバーのついた靴くつを履はかせて、音を立てないようにしとけ。武ぶ装そうはサブマシンガンで」


「はい」


　エルゼは敬けい礼れい。きびきびとした命令に、和樹は感心した。


「はっきりしてるね」


「取り引きなら、相そう応おうの準備をしねえとな」


「なんかセレンって、リーラみたいだね」


　単語の一つ一つの解説ができるほど詳くわしくはないが、リーラがよくやっている指示に似ていることは分かった。


　セレンはあまり嬉うれしそうではない。


「似ちまったか。あいつに付き合わされているうちに、染そまったな」


「いいことじゃないの？」


「あんまり好きじゃねえや。あたしは傭よう兵へいに近いからな。色がつくのは嫌なんだよ」


「そう？」


「まあな。この中隊だって、どれだけ長くいられるか分からねえんだから」


　自分に言い聞かせているような台詞せりふだ。いつものセレンとは少し違ちがう。


「別にいいんじゃないかなあ。学校じゃないんだから、長くいたって」


「性しようにあわねえ」


「でもリーラに付き合って、指揮官代理もやるんだから、やっぱりここがあってるんじゃないの？」


　きょとんとして和樹は言った。追つい及きゆうするつもりはなかったが、それなりに痛いところを突いたかもしれない。


　セレンの雰ふん囲い気きが、なんともいえない微び妙みようなものになっていた。


「……あまりいいことじゃねえなあ」


「そうかな」


「こんな階級になったけど、人の上に立つのは苦にが手てなんだよ」


「やってるじゃないか」


「リーラがいないから仕方ねえ。だから早くあいつに帰ってきてもらわないと困こまるんだよ。ミヤマとの取り引きにも乗るさ」


　そう言い切ると、間かん髪はつ入れずに話題を変えた。


「あたしよりも、あんたはどうなんだ。メイドたちのご主人様をやれんのか？」


「え、僕が……？」


「他に誰だれがいるってんだ」


　自分に矛ほこ先さきが向き、しばしうろたえる和樹。


「いや、僕はただの高校生だから……」


「それにしては付き合いがいいぜ。テーブルマナーまで学んだんだ。あんたの台詞じゃないが、ここがあってるんじゃないのか」


　わりと真しん剣けんな物言いだった。普ふ段だんがふざけているメイドなので、こういうときは意外な感じがする。


　和樹は少しだけ考えてから言った。


「あってるかどうか分かんないけど、リーラがね」


「我らが中隊長様がどうした」


「なんか熱心だから、つい付き合っちゃったんだよ。僕って、勉強もスポーツも得意じゃないから、冷さめやすい方なんだ。冷めやすいから得意じゃないのかもしれないけど……でもリーラはそんなときも、腐くさらずに手ほどきしてくれるから、つい……」


　自分で喋しやべりながら、照てれくさくなってきた。


　リーラの和樹への接し方はそれはもう見事なもので、テーブルマナーからブランデーの銘めい柄がらまで（飲むのはまだ）、要点を絞しぼり込こみきちんと教えていた。主人として必要なものを、全すべて習しゆう得とくさせるつもりなのである。どうかすると、学校の勉強まで教えてくれそうな勢いであった。


　本来なら主人がメイドを雇やとうのであって、雇ってから主人になるのではない。何度かそのことも指し摘てきしたのだが、そのたびに「これがわたしたちの願いなのです」と繰くり返していた。


　和樹は到とう底ていそれに答えられているとは思っていないが、熱意に引っ張られているのだ。


　セレンは腕うで組ぐみをしてうなずいていた。


「なるほどな、あいつはこれと決めたらどんな脅きよう威いでもはねのけて成功させる女だ。本気だな」


「だよね、だから僕も気がついたらドイツまで……」


「だけどちっと違うな」


「なに？」


「『わたしたちの願い』って言ったんだろ。正確には『わたしの願い』だ。シキモリと同じように、あたしたちもリーラに引きずられているんだよ」


　和樹は首を傾かしげた。意味がいまいち分からない。


「なにそれ」


「つまりリーラは、シキモリ個人のメイドになりてえってこと」


「メイドって、そういうものじゃないの？」


「はあ？　お前分かんねえの？」


「なにが？」


　セレンは和樹の顔をまじまじと見つめた。それから深いため息をついて、しゃがみ込んだ。


「こりゃ駄だ目めだ。リーラに同どう情じようするぜ」
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「なんで同情を」


「ミヤマにも同情するよ。これじゃあ、あんなにアグレッシブになるのも当然かもな」


　そんなこと言われたって分からないものは分からないと、和樹は反論しようとした。だがセレンはすでに立ち上がり、背を向けている。


「ま、これからもリーラとミヤマの対決をちゃんと見届けるこった。あたしたちは中隊長様の味方だけどな」


　そして自分の部下のところへと歩いていった。





　　　　○





「手紙は届いたようですね」


　夕菜は深くうなずいた。第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーからの返事は無線でやってきた。たった一言「ＯＫ」とだけあり、すぐに切れてしまったが、十分だった。


「こんな面めん倒どうくさそうな返事をするところを見ると、セレンってメイドが指揮を執とってるみたいです」


「セレン？　へー」


　レオニーがなんともいえない声を出す。


「知ってるんですか？」


「まあね。あたしと同い年だよ。同じようにがさつで、いい加か減げん。だけど怠なまけ者だって聞いたな。それにしちゃ指揮を引き継ついでいるのか」


「怠けるんですか。確かにそんなイメージですけど」


「あたしはＣ４爆ばく薬やくでご主人様を吹ふっ飛ばそうとするくらいのマメさは持ってるが、あいつはそんな暇ひまがあったら自室で寝ねるやつだ。宗しゆう旨し替がえか」


「……まあいいです」


　とにかく、敵の指揮官は現在のところセレンだということだ。どれだけの能力を持っているか知らないが、リーラほどずば抜ぬけてはいないはず。


　夕菜とレオニーは宿しゆく舎しやの庭にテーブルを出し、地図を広げて話し込んでいた。木こ陰かげなので眩まぶしくなく、涼すずしい。「ここでおやつを食べればおいしいし、やる気も出ます」というのが夕菜の持論。


「とにかく和樹さんを救きゆう出しゆつすることが第一です」


「でもうちの連中は、あんまり駆かけ引きとかは得意じゃねえぜ。いきなり発はつ砲ぽうするのもあり得る話だ」


「そういう物ぶつ騒そうな人たちは、幸さいわい遊びに行っています。シンシアの部下にやらせましょう」


「本気で脅おどすのかよ」


「当たり前です。命令書の発行はすみました」


　もちろん偽ぎ造ぞうである。短時間だが出来は完かん璧ぺきで、何百回だろうと騙だませる自信があった。


「伝令は飛ばしました。今ごろ泡あわを食った調子でこっちに向かってるはずです。びっくりするでしょうね」


　自分たちの隊長が捕つかまって脅されていれば、それは驚おどろくだろう。これまでのことを聞けば二度驚く。


　リーラとシンシアが連れてこられた。例によって後ろから銃じゆうで脅しているのはリディア。


　二人とも手て錠じようをかけてあるだけだ。もっとも逃にげようとしたらリディアが容よう赦しやなく引き金を引く。リーラは平へい然ぜんとしているが、シンシアは悔くやしさを隠かくせていない。


「ご苦労様」


　夕菜の言葉にも皮肉しか感じられないらしく、シンシアはそっぽを向いていた。


「あなたたちが役に立つときが来ました」


「わたしたちはものではないつもりだが」


「百円ショップのハエ叩たたきよりはマシだと思ってます。和樹さんを助ける協力をお願いします」


「協力だと」


　シンシアが睨にらんだ。


「これのどこが協力なんだ。ふざけるな。脅きよう迫はくだろう」


「協力です。もう第二装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーもこちらに向かっています。喜んで協力するそうです」


「偽にせの命令だ。私の部隊を勝手に動かすな！」


「遅おそいです。シンシアがなにを考えていようと、わたしが使います。さて……」


　夕菜はリーラの前に立った。


「もうすぐリーラは解放されます」


「それは嬉うれしいですね」


　銀ぎん髪ぱつのメイドは、いつもと変わらない声。


「一いつ刻こくも早く、式森様のところに行きたいものです」


「和樹さんと交こう換かんです。リーラが和樹さんにつきまとうことは、もうありません」


　夕菜が言い切った。


「交換したら、わたしたちはさっさと日本に帰っちゃうんですから」


「だったらいつものように、追いかけるだけですが」


　リーラは当たり前のように言った。確かに、まず間ま違ちがいなくやるだろう。しかも今度は第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーを指揮してくるだろうから、みすみす武器を与あたえるようなものだ。


　だが夕菜は不ふ適てきな笑えみを浮うかべていた。


「そううまくはいきません。わたしだって、ちゃんと手は打ってあります」


「……ほう」


　リーラの目がわずかに細くなる。


「本気のようですね」


「当然です。リーラ、あなたは今度こそ和樹さんにつきまとえないようにしますから、覚かく悟ごしてください」


　夕菜はそう言うと腕うで組ぐみをして、早くも勝利者の目つきで二人を見つめていた。
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「帰ってきたぞー」


　セレンは門もんを開けるなり、大声を出した。リーラは彼女を見て、眉まゆを顰ひそめた。


「お前はメイドとしての慎つつしみを知らないのか」


　セレンは振ふり返らずに返事をする。


「こうした方が、誰だれだか分かっていいじゃねえか。黙だまっていると、泥どろ棒ぼうと間ま違ちがえられるぜ」


「影かげのように従したがい、目め立だたないようにするのがメイドとしてのたしなみだ」


「今の時代にゃあわねえよ」


　口の減へらない女だ、とリーラは思った。功こう績せきを挙あげたメイドが拝はい領りようする騎き士しメイド十字章の保ほ持じ者しやで、実際に有能なのだが、どうにもがさつである。自じ己こを厳きびしく律りつする彼女としては、好このましい態度に見えない。


　困こまったことに、セレンのやっていることは一定の説得力があった。もっともっとメイドさんＭＭＭの規き模ぼ拡かく大だいに伴ともない、他のコスチューム団体との軋あつ轢れきは増す一方だ。工作員がメイドの扮ふん装そうをして侵しん入にゆうすることも十分考えられた。


　渋しぶい顔をするリーラ。ここでセレンが振り向いた。


「怒おこるなよ。この程度の確かく認にんで危険が一つ減るなら安いものだろ」


「コストではかるものではない」


「警けい戒かいのためだって。ご主人様のいるところではやらねえよ」


「当たり前だ」


「最近は、ＭＭＭだって潜せん入にゆうのための特別部隊を編成してるんだろ。時代だよ」


「老人みたいな口を聞くのだな」


「リーラよりは年上なんでね」


　セレンの言うとおり、ＭＭＭでもブランデンブルク部隊という特別任務専門のメイドたちを訓練していた。実はリーラにも転てん属ぞく希望か否いなかの打だ診しんがあったのだが、断ことわっている。ＭＭＭでは中隊長まで昇しよう進しんすると、自分の意い思しで指揮する部隊を決定することができる。主人との結びつきが強くなり、機械的に転属させられると困るためだ。リーラは今の境きよう遇ぐうに満足しているので、別天地を求めるつもりはなかった。


　セレンはさっさと屋や敷しきの扉とびらを開ける。数人のメイドたちが出で迎むかえており、「お帰りなさい」と敬けい礼れいした。


　ここは欧州の中心ドイツ。リーラの指揮する第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーは、この地で訓練にいそしんでいた。


　リーラとセレンは、数日前まで日本にいた。現地のメイドの状じよう況きようを調べるためである。ＭＭＭだけでなく、各コスチューム団体にとって日本は重要な拠きよ点てんである。風ふう俗ぞくや流行をチェックすることは自らの勢力拡大にも繫つながった。


　ＭＭＭの公用語に日本語は採さい用ようされているものの、実は駐ちゆう屯とんしている部隊がない。これは欠点で、ある種のサブカルチャーと深く結びついている組織としては、後おくれをとる原因となる。本部はいざとなったら主人抜ぬきで中隊を日本に移す腹はらづもりであり、そのため各中隊から指揮官クラスが、順じゆん繰ぐりに研けん修しゆう派は遣けんされているのであった。


　リーラたちは日本で、各官庁、自衛隊を訪ほう問もんして情報交こう換かんをした。特に秋あき葉は原ばらでは火か災さいにまで巻き込まれ、なかなかスリリングな研修となった。


　二人は昨日帰国したばかりである。今いるところは、ハンブルク近きん郊こう。ＭＭＭが借かり上げている訓練施し設せつである。中隊のうち半分はエルゼ少尉パーラーメイドが指揮して主人のそばにいる。残り半分は新人メイドが多いため、リーラが直率して鍛きたえることにしていた。


　敷しき地ちはそれほど広くない。屋敷のみであり、外は公道に面している。大隊規模で演習できる場所もあるのだが、屋内での掃そう除じ、調理だけをすればいいので、これで十分だった。


　最近は敵てき対たいするコスチューム団体が、小部隊で訓練所にまで侵入するケースもあるらしい。ゲリラ的な攻こう撃げきを繰くり返すこともあるというのだから、厄やつ介かいだ。リーラとセレンの二人が主人から離はなれて新人メイドの面めん倒どうを見ているのもそのため。


　リーラは忠ちゆう誠せい心しんが強いため、本当なら主人のもとにいたかった。しかし当の主人から「リーラが鍛えた方が、あの娘こたちも腕うでを上げるだろう」と言われたので、渋しぶ々しぶ訓練施設までやってきたのである。


　もっともリーラは「ご主人様はわたしの目の届かないところで、なにをしでかすつもりだろうか」との疑ぎ念ねんがぬぐえない。主人には満足しているものの、ときおり尻しりを撫なでようとする行こう為いまで受け入れるわけにはいかない。彼女は慣れたが、跳とび上がって驚おどろくメイドたちもいそうだ。「肩かたくらいなら脱だつ臼きゆうさせても構かまわない」とは伝えてあるのだが。


　リーラとセレンはメイド将しよう校こう用の部屋に入った。中ではネリーが、しゃちほこばって敬けい礼れいしていた。


「お帰りなさい」


「お前はまだ緊きん張ちようが抜けないな」


　答とう礼れいしつつ、リーラは言う。


「将校の緊張は部下に伝でん染せんする。隙すきを見せることなく、落ち着くトレーニングをしておけ」


「は、はいっ」


　ショートカットの少女は、また敬礼をする。


　リーラはもう、なにも言わない。ネリーもいずれ慣なれ、一人前のメイド将校となるであろう。


　右の腰こしが若じやつ干かん重い。ホルスターに拳けん銃じゆうが入ったままなのだ。中隊長クラスになると、二十四時間の携けい帯たいが認みとめられている。


　備そなえつけのサイドボードに近寄り、上に載のっているコーヒーミルを動かす。豆を挽ひき、慣れた手つきでコーヒーを入れた。


　ＭＭＭのメイドはどのような階級だろうと、「なにかしてもらう」ことが禁じられている。これは「奉ほう仕しするものが奉仕されるのは本ほん末まつ転てん倒とう」との考えによるものだ。そのため部隊指揮官だろうと、当番兵にあたるものがいない。


　なので、リーラも自分の手で自分の飲み物を運ぶことになる。これは当たり前で、たとえセレンといえど他者にやらせたりはしなかった。


　窓まど際ぎわの席に座すわって、ゆっくりとカップに口をつけた。


　コーヒーを飲むのは久しぶりだった。こうしていると、あのときの女子学生のことが思い出される。あれきり会うことはないだろうが、記き憶おくに残っているところを見ると、印いん象しよう深ぶかい出来事だったのだろう。


　ふと、窓の外に視線を這はわせる。誰だれかいたような気がした。日本で火事に遭そう遇ぐうしたせいか、多少神しん経けい質しつになっている。


「大尉ハウスキーパー殿どの」


　まだ緊張の抜けきらない様子で、ネリーが話しかけてくる。リーラは注意を彼女に向けた。


「なんだ」


「質問をしてよろしいでしょうか」


「……もう注意はしないが、ここはメイド将校専用であって下士官、兵は居ないとだけ言っておく」


「申もうし訳わけありません。その、どうだったのですか、日本は……」


「報告書は帰りの機内でまとめた。将校にはあとで回かい覧らんする」


「そうではなく……もっと一いつ般ぱん的なことです……」


　少しだけリーラは顔を動かした。


　ネリーは彼女の横に立っている。その顔は緊張と好こう奇き心しんが入り交まじったものとなっていた。


「一般的？」


「ええと、日本の人たちの趣しゆ味みとか、嗜し好こうであるとか……」


「要点をはっきり伝えろ」


　ネリーは口をつぐむと、しばらく思し案あんする顔になった。眼がん球きゆうがせわしなく動いたあと、彼女は思いきった様よう相そうで質問する。


「リーラ大尉ハウスキーパー殿とセレン中尉ハウスメイド殿は、秋葉原を訪おとずれたと聞きました。あそこは……どのような場所なのでしょうか」


「都市部の、ごく一般的な区画だ。鉄道駅を中心に発はつ展てんしており、結けつ節せつ点てんでもある。人家の数は比ひ較かく的少ない。商業地域と分類すべきだろう。特とく徴ちようとしてはエレクトロニクスの最新機器や部品を見ることができる。商人たちもそのことは認にん識しきしており、日本語以外の説明文や免めん税ぜいの文字は多く……」


　そこでリーラは説明を中断した。


　ネリーの顔に、明らかに失しつ望ぼうが浮うかんでいた。おみやげを期待していた子供が、なにももらえなかった時に似ている。仮かりにも少尉パラーメイドがその態度はよくないとは思うが、自分はどうも求めていた説明を与あたえられなかったらしい。


「なんだ？」


「は……」


「わたしはなにかミスをしたらしいな」


「い、いえ……。そうではありません……」


　台詞せりふとは裏うら腹はらに、しょんぼりしている。


「誰がその言葉を信じる」


「あれだよ、もっとサブカルチャーについて聞きたいんだよ」


　そう言ったのはセレンだった。ネリーの表情がぱっと明るくなる。


「は、はい」


「あたしたちも、アニメーションやコミックの店てん舗ぽに行ったからな。そこらへんのことだろ」


「はい……」


　セレンはミネラルウォーターを瓶びんごとラッパ飲みしていた。彼女らしいが、これは室内ではなく、戦場の作さ法ほうである。


　リーラは若じやつ干かんだが呆あきれた。


「ネリーはあの手のことに興味があったのか」


「わたしの兄が、個人輸入をしたアニメを観みていまして、つい……も、もちろんメイドの一員として、興きよう味みを抱いだいておく必要があるかと」


　間ま違ちがっているようで正しい意見だ。ＭＭＭの会員で日本のサブカルチャーに並々ならぬ関心を示している人物は多い。噂うわさでは、第二装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーの主人一家に、日本製アニメーションやコミックが好きな人間がいるという。


「悪いとは思わん」


　とリーラは言う。


「が、そういうことなら、自分で訪ほう問もんするのが早いぞ。それにドイツにも、日本から輸入しているショップがあるはずだ」


「リーラ様から見た感想をお聞きしたくて」


　いつの間にか「大尉ハウスキーパー殿」から「リーラ様」に変わっている。特に指し摘てきするようなことでもないが。


「興味深いものではあった」


「……それだけなのでしょうか」


「細こまかいところまで凝こった製品が多い。アジア人は手先が器き用ようだな」


「…………」


　ネリーはまだもじもじしている。リーラはわずかだがいらいらしてきた。


「どうした」


「いえ……」


「またわたしはミスをしたのか」


「そんなことは……」


「あれだよ。土産みやげだ、土産」


　またセレンが口を出した。ミネラルウォーターの瓶を空からにし、名残なごり惜おしそうに口を舐なめていた。


「写真かなんかないのかってことだろ。まあ話だけじゃ分からんこともあるしな」


「自衛隊の基地の写真しかない」


「気の利きかない隊長だね。まあいいや。ネリー」


　セレンはにやにやしている。ネリーは緊張半分、期待半分で返事をする。


「はい」


「興味を持つことはいいことだ。あたしもいい経験をしてきたよ」


　色いろ黒ぐろの中尉ハウスメイドは、席を離はなれた。自分のバッグを持ってきて、中を漁あさる。


「みんな喜ぶだろうと思って、買ってきてやったぞ……ほら」


　中から出したのは、薄うすっぺらい数冊の本だった。リーラの顔色が変わる。


「おい……！」


「どうした、隊長」


「わたしが全部取り上げたはずだぞ!?」


　セレンの「土産」とは、秋葉原で購こう入にゆうした同人誌であった。詩や自分で描かいた小説ではなく、未成年お断ことわりの直情的なあれ。


　秋葉原のショップでセレンは大たい層そう気に入ってしまい、火事に遭そう遇ぐうした翌日に大たい量りよう購こう入にゆうした。帰国前に全すべて没ぼつ収しゆうしたと思ったのだが、まだ持っていたらしい。


　どこかセレンは誇ほこらしげだ。


「隠かくし方ってのはコツとタイミングなんだ。こっちは四歳さいのころからかっぱらいやってたんだぞ？」


「盗とう癖へきを自じ慢まんするな」


「これは全部買ったよ」


「そうではない。どうやって税ぜい関かんを抜ぬけてきたんだ!?」


「だから、コツとタイミング」


　セレンはさらりと返事をする。リーラは追つい及きゆうすることができない。


　ネリーの顔は真っ赤になっていた。ただ瞳ひとみは好こう奇き心しんで溢あふれている。しかも彼女だけではなく、他のメイドが何人も寄ってきた。


　リーラは苦にがい顔どころではないが、セレンは実に満足そうだ。


「こっちじゃまず手に入らねえぞ」


「あ……ありがとうございます」


　ネリーは本から目を離さずに礼を言った。こわごわページをめくる。


「わ……」


　小さく声を発し、黙だまった。


「な、すげえだろ」


　セレンは得意げに解説をはじめた。


「こんな本ばっかり売ってたぞ。ハイスクールの女子高生がこんな目に遭あうんだ。見ろこの大きさ。人間じゃねえな」


「こ、これは……凄すごい量……」


「こっちはもっと凄い。誰が見てもチャイルドポルノだ」


「所しよ持じするだけでも犯はん罪ざいなのでは……」


「やべえから、読んだら隠しとけ」


　ネリーの背はい後ごには、興奮を隠しきれないメイド将校たちが群むらがっていた。口々にもっと先をと急せかす。


「待ちきれないやつは、別なの読め」


　セレンは一冊ずつ、何人かに本を渡わたした。受け取ったメイドはすぐに表紙を開き、中に没ぼつ頭とう。


「こっ、これは……触しよく手しゆ……？」


「……バストの大きさが……なんとも……」


「十歳くらいの少女にしか……」


　熱中どころではない。最初はそれぞれ色々なことを口にしているが、やがて顔を真っ赤にし、無む言ごんで読みふける。


「いい加か減げんにしろ」


　リーラは上官の威い厳げんを込こめて叫さけんだ。が、やや控ひかえめになった程度で、全員同人誌から目を離さない。


「おい……！」


「なあリーラ。あたしたちは本来、明日帰国するはずだったんだ。書類もそうなってるし、帰き還かん報告と引き継つぎをおこなっていない。名目はまだ指揮下に収めてないよな」


「それがなんだ」


　セレンは不ふ敵てきに笑う。


「つまり、なにしても自由ってこった」


「そんな理り屈くつがあるか！」


　セレンは無視して、紙かみ袋ぶくろを振ふり回した。


「おーい、まだあるぞー！」


　袋をひっくり返すと、テーブルに派は手でな色しき彩さいのパッケージが溢あふれ出る。今度はＤＶＤであった。


「手当たり次し第だいに買ってきた。あとで見よう」


「これ、日本製だと形式が違うのでは？」


　メイドの一人が言う。セレンは軽く首を振った。


「パソコンで見られるから大だい丈じよう夫ぶだ」


「さすが中尉ハウスメイド」


「メイドアフリカ軍団にいた経験は伊だ達てではありませんね」


　口々に感心の声をあげている。リーラは頭ず痛つうがしてきた。


「関係なかろう……！」


「まあそう言うな」


　肩かたがぽんぽん叩たたかれる。セレンは得意満まん面めんだ。こうなってしまうと、どれだけ注意しても意味がないことを分かっている。


「ご主人様も居ないし、訓練をする時間でもない。プライベートを邪じや魔まする方が野や暮ぼってもんだぜ」


「わたしはメイドとしての規き律りつのことを言っている……！」


「そんなこと言ってっと、どこかで破は裂れつしちまうぞ。他国のカルチャーに触ふれるのも大事なんじゃねえの」


「くっ……！」


　リーラは首を振り、椅い子すに深く座すわり直した。


「お前に説得されるようではおしまいだ」


「うおい、こう見えてもメイド歴れきはリーラより長えぞ」


　セレンはにやりとする。


「何度も言ってるが、そんな態度の悪いメイドはいない」


「その態度の悪いやつを引っこ抜いたのはリーラだろ」


　同人誌を読みふけっているメイドの中から、なんとも表現のしようのない声がわき起こる。淫いん靡びなシーンにでも出会ったのだろう。


「おー、驚おどろいてる驚いてる」


　セレンは実に楽しそうだ。


「あの本は強きよう烈れつだからな。ホテルで読んだときはたまげたぜ。日本に行ってよかった。研修万ばん歳ざいだ」


「ずっと文もん句くばかり言ってただろう……」


「リーラも読んだらどうだ」


「いらん」


　顔を背そむけた。


「ああいうのは分からない。正しいか間ま違ちがっているかどうか、見分けられない」


　何なに気げなく言ったはずだったが、セレンは目をぱちくりさせていた。しみじみと、リーラを見つめている。


「……知らないのか？」


「ああ……？」


「なにも？」


「…………？」


　きょとんとするリーラ。セレンは絶句したようになっている。ただその身体からだから、驚きよう愕がくと好奇心が溢れようとしていた。


「お前、生き娘むすめだったの!?」


　部屋中のメイドが、一いつ斉せいにリーラを見た。


　全員、信じられないという顔つきである。直前まで本に熱中していた人間ですら、視線をこちらに向けていた。


　肝かん心じんのリーラが、いまいち状じよう況きようを把は握あくしていない。


「なんだそれは」


　無む知ちからなる質問に、むしろセレンが動どう揺ようした。


「生娘ってのは、あれだよ……経験ないのか？」


「経験……」


　そこでようやくリーラは、意味が分かった。


「…………！　いや……」


「あー、リーラ大尉ハウスキーパー、赤くなった！」


「初めて見た……！」


　メイドたちがどどっと押おし寄せてくる。ネリーまでやってきた。


「本当に……知らないんですか……？」


「リーラ大尉ハウスキーパー、あんなにもてるのに……」


「まさか……」


　だんだんひそひそ話になってくる。よほど信じられないらしい。ぽかんと口を開けたまま、見つめるメイドもいた。


　リーラはなにか気の利きいたことか、ごまかすことを言おうとして、失敗した。


「経験を積んだから偉えらいわけでもあるまい」


「でも……なんといいますか、信じられないとしか……」


　そう言ったのは、ベアートリクス少尉パーラーメイド。第二猟りよう兵へいメイド小隊の小隊長で、リーラを慕したって配はい属ぞくされたメイドである。


「大尉ハウスキーパーのようなお方なら、言葉は悪いのですが、男性には不自由しないはずだと……」


「不自由もなにも、この勤務なら男性と接せつ触しよくする機会自体が限られてくる」


「それはそうですが……」


「まー、いねえもんはしょうがねえよな」


　セレンがリーラの肩を、ばんばん叩いた。リーラは眉まゆを顰ひそめ、荒あら々あらしく振りほどいた。


「やめろ」


「なー、こういうこと知ってるか」
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　セレンは本をめくると、見開きをリーラに見せる。


　銀ぎん髪ぱつのメイドは渋しぶい表情のまま顔を赤らめた。


「……何な故ぜ口でくわえるんだ」


「やっぱ知らねえの」


「知識としては知ってると言っただろう」


「ほうほう、理り屈くつ先行か」


「理屈先行ではない！……まあ、経験という意味では初心者だと認めるが……」


　語ご尾びが小さくなっていく。こんなことで、ハイスクールの放課後会話みたいなことをするとは思っていなかった。


「あの」


　メイドの一人が律りち儀ぎに手を上げた。戦車小隊を指揮するヴァルトルート少尉パーラーメイドである。ネリーよりも背が低く、童どう顔がんだ。


「確かその、中隊によってはご主人様の……はじめての相手を……中隊長が務つとめることがあると聞きましたが……」


　これは実話である。ＭＭＭのメイドは生活に深く関かかわるため、しばしばそういうことが起こりうる。退職したメイドと主人が結けつ婚こんするケースもあった。


　リーラはヴァルトルートを睨にらみつけた。小こ柄がらなメイドは首をすくめる。


「我々のご主人様はもういい年だ。尻しりを撫なでるのが精せい一いつ杯ぱいだし、そもそも第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーを受け持つのがはじめてという方ではない。ずっと昔にそのようなことがあったみたいだが……」


「では、やはりリーラ大尉ハウスキーパーは……」


「わたしになにを言わせたい」


　怒ど鳴なってやりたかったが、もう駄だ目めだ。いつもは優ゆう秀しゆうで、命令をなんでもこなす部下たちが「今日だけは違ちがう」と言わんばかりの顔をしている。ちょっとやそっとではここから離はなれそうにない。


　とりあえず、目め先さきを逸そらす必要があった。


「明日に備そなえて、もう寝ねろ」


「まだ太陽はあんなに高いぜ」


　セレンが窓の外を指さした。青空だ。非常にいい天気で、遠くまで見み渡わたせる。人ひと影かげが動いているのも分かった。


　彼女のにやにやは、どれだけ離れていても分かるくらいになっていた。


「よおし。じゃ、初う心ぶなリーラ大尉ハウスキーパー殿に、あたしたちが色々教えてやろうじゃないか」


　メイドたちから「きゃー」という歓かん声せい。いつもなら滅めつ多たに出ない声だ。


「待て、待て待て待て！」


　なるべく負けないよう叫さけんだ。


「なにを教えると言うんだ!?」


「一から十までだよ。あたしの見たところ、こん中じゃ、リーラが一番経験不足だ」


「ふざけるな！」


　何な故ぜか怒おこってしまった。中隊長とは他のメイドの模も範はんとなる存在であり、その使命が今の台詞せりふを言わせたと自分自身で解かい釈しやくする。


　きょろきょろ室内を見回す。一人のメイドと目があった。


「ネリー……」


　ショートカットのメイドはびくっとして、


「えっ、えっと、わたしも経験は……」


「そ、そうだな」


　ほっとするリーラ。なるべく悟さとられないようにしたつもりだが、意外と大きな仕し草ぐさとなった。


　そこでセレンが言う。


「でもなネリー。きっとリーラはキスもまだだぞ」


「なっ……」


「あっ、じゃあリーラ様よりは」


　むしろネリーこそが安心したようになる。そしてリーラは墓ぼ穴けつを掘ほった。


「えーっ、リーラ大尉ハウスキーパー、キスもまだなんですか!?」


「おもしろ……意外……」


　どのメイドも目を丸くすると同時に、噂うわさ好ずきの主婦みたいになっていた。


　リーラは変なところから白はく状じようしてしまった自分を呪のろった。適てき当とうなところで切り上げて部屋から出て行ってしまえばよかったのである。いつもならそのあたりのタイミングは逃のがさないのに、話題が話題だけに不意を突つかれた感じだ。


　それにしても、とリーラは思う。部下たちの粘ねばり腰ごしときたら、まるで陣じん地ち攻こう撃げきをするロシア軍みたいだ。実戦なら頼たよりになるが、今は悪あく魔まの群むれである。


「さあさあ、リーラ大尉ハウスキーパー殿に教えようじゃないか」


　セレンが手を叩たたく。


「リーラ、今まで付き合った男の数は？」


「そんなことを聞いてどうする!?」


「重要なんだよ」


　なにが重要なのかまったく理解できないが、色黒の中尉ハウスメイドは自信満々だ。


　リーラは逡しゆん巡じゆんしたあげく、指で形を作った。また「きゃー」と歓声。


「えー、それかよ!?」


　ついにセレンは声を上げて笑い出した。


「確かに経験不足だわ」


　ベアートリクスとヴァルトルートがほぼ同時に訊きく。


「大尉ハウスキーパー、ダンスパーティーとか行かなかったんですか？」


「一いつ緒しよに帰ったりは……」


「わたしは勉強が好きだったんだ」


　仕方ないので事情を説明。


「その勉強の中に、もちろん男女交際やその後も入っていた。ただそれとこれとは……」


「じゃあさ、こういうのはどうだ？」


　セレンが本の別のページを開く。リーラは目を背そむけようとしたが、ついまじまじと見つめてしまった。


「……これはなにをしているんだ……」


「見ての通りだ」


「どうやらはじめて出会った男女のようなんだが……」


「そうだな」


「なのに、もうこんなことをするのか？……しかも服を着たまま」


「そういうのがはやってんだよ」


　断だん言げんするセレン。他のメイドたちは全員吹ふき出しそうだったが、リーラは気づかない。


「リーラの知識がどこまでのものか知らねえけど、こういうことするのが常識だぜ」


「そ、そうか……」


　ほら、と本を何冊も渡される。リーラはうち一冊を取り、最初のページから眺ながめた。


　扇せん情じよう的な絵と台詞せりふ。多少ストーリー性はあるが、いきなり行こう為いをはじめるものが多い。リーラの知識とは違ったやり方だ。


「……こういうものなのか」


「まあな」


　セレンはとぼけている。メイドたちも「大尉ハウスキーパーがあんなのを信じるなんて」「中尉ハウスメイドは人が悪い」と囁ささやいているが、耳に入っていない。


「なんだか、人間にはできそうもない格かつ好こうをしているのもあるが」


「経験を積めばできる」


「いきなり一対複数になるのか？　さすがに極きよく端たんだと……」


「そのあたりは文化の違いだな」


　リーラは今までの常じよう識しきが崩くずれていくのを感じた。こういうことだとは知らなかった。今までの知識不足を恥はじなければならない。それにしては淫いん靡びにすぎるのだが、これが日本流というものであろう。


　彼女はしばらく本に没ぼつ頭とうした。部下のメイドたちは周囲で、笑いを押おし殺しながら眺ながめている。


　やがて全部読み終わり、ふうとため息をついて閉じる。


「どうだった？」


　とセレン。


「なんというか……別べつ次じ元げんの世界だ……」


「そうか」


「わたしの知識はまるで役やくに立たない。一から会え得とくしないと駄だ目めだ……」


「まあでもそれは、日本向けだからなあ」


「いつかは、日本人のご主人様になるかもしれない。今のご主人様は、しばしば引退を口にするし……」


「でもありゃ、口くち癖ぐせみたいなもんだろ」


「今はそうだが……とにかく、わたしは自分の未み熟じゆくさを痛つう感かんするばかりだ」


　リーラは軽く目をつぶった。まぶたの裏うらに、さきほどのイラストが次から次へと浮うかんでくる。どれもこれも扇情的でセクシャルなものだが、事実である以上受け入れなければ。


　メイドたちは黙だまってその光景を見ていた。さすが中隊長、間ま違ちがったことでも勉強熱心だと感心するものが半分。意外な一面が見られたと喜ぶものが半分。


　ネリーが人差し指で、セレンのことをつついた。


（いいのですか、リーラ様にあのようなことを教えて）


（面おも白しろいからもうちょい見てようぜ）


（リーラ様、本気で信じているようですが……）


（こんな姿、どれだけ金積んでも見られねえぞ）


　リーラは珍めずらしいことに、何度か爪つめを嚙かんだ。そんな癖はないのだが、自分の経験不足を嘆なげいているのだ。


　そして深呼吸をし、なにかを決意したようになる。


　セレンは頃ころ合あいを見み計はからい、リーラに近づいた。


「どうだ。文化ってのは凄すごいだろ」


「……凄いというか、謎なぞだ。わたしももっと学ぶ必要がある」


「そうかそうか、じゃあＤＶＤの鑑かん賞しよう会でも……」


「訓くん練れんしたい」


「……は？」


　セレンははじめて戸と惑まどった。リーラは顔を上げて、まっすぐメイドたちを見ていた。


「目を見開かされた思いだ。誰だれか、訓練の相手をしてくれ」


「お、おい。ちょっと待て」


　泡あわを食ったのはセレンだった。


「なんだ訓練って。そういうもんじゃねえだろ。分隊行進と同じわけいくか」


「経験者に追いつくには、訓練しかない。セレン、相手をしてくれ」


「あ……あたしかよ!?」


　彼女は跳とび上がった。


「詳くわしそうな素そ振ぶりだった」


「そりゃリーラよりは……遊んだし……でもこういうのは、訓練するもんじゃねえぞ？　相手はあたしら女じゃなくて男だろ」


「男相手では実戦になってしまう。女同士なら訓練だ」


「よく分からん理り屈くつなんだが……」


「わたしの中では完かん璧ぺきだ」


　リーラは真ま面じ目めな女性で知性に優すぐれているが、唯ゆい一いつの欠点は思い込みが激はげしいことにある。今回も別なスイッチが入ってしまった。


　しかも間違いを教えただけに、セレンたちには正すこともできない。ここで「あれは噓うそでした」と告げてしまうと、営えい倉そうに送られるだろう。


「わ、分かったよ……」


　セレンはリーラの迫はく力りよくに圧おされ、うなずいた。


「よし。全員この部屋に残れ。わたしの動きを見て、どこか悪いところがあったら修正して欲ほしい」


　こっそり外に出ようとしたヴァルトルートとベアートリクスは、今の台詞せりふで足を止めざるを得ない。変に真しん剣けんなだけに、始末が悪かった。


　相手に指名されたセレンは、大変な居い心地ごこちの悪さを感じているようだった。


「なあリーラ、なんであたしなんだ」


「一番詳くわしいからだ。その本を買ってきた責任もある」


　セレンは買うんじゃなかったと嘆いた。


「それで、どうすればいいのだ」


　リーラは腕うで組ぐみをしていた。


「訓練はこの場でいいと思うが……」


「おい、ここかよ!?」


「訓練は実戦より厳きびしくなければ意味がない。ベッドのような柔やわらかい場所ではなく、木の床ゆかの方が効こう果か的だ」


「意味分かんねえよ……」


　セレンは頭を抱かかえそうだ。さっきまでにやにやしていたメイドたちも、今は身の置き所がなさそう。


「さあ」


「さあってなんだよ……」


「特別な準備はいらないな。服を着たままの方が多かった」


「娯ご楽らく重じゆう視しの本だから、服を着たままなんだよ」


　セレンは嘆なげき続ける。リーラはもちろん真剣である。ここで遅おくれを取り戻もどさなければ、ご主人様と歴れき代だいの中隊長に申もうし訳わけないとも考えていた。


「早くしろ」


「なにを」


　不満な表情をするリーラ。


「触しよく手しゆとか出さないのか？」


「出るわけねえだろ！」


　叫さけぶセレン。彼女がリーラに振り回されるというのも、なかなか珍めずらしい。


「しっかりしろ。そうでなければ訓練にならない」


「あたしは人間なんだ！」


　リーラは困こまったものだという顔をして、視線を動かした。ネリーたちがぴくっとなる。


「誰か触手や半陰陽インターセクシヤルのものはいたか」


　全員声に出さないが、「心の中でいるわけありません」と叫んでいた。


　リーラはちらちらと視線を左右に向ける。まれに窓の外も見た。


「仕方がない。次の段階にいこう」


　セレンが不安そうに訊きく。


「なんだよ次って」


「これに決まっている」


　リーラは本の見開きページを指さした。セレンが反射的にこめかみを押おさえる。


「頭痛か？」


「頭痛も起こるだろ！　なんでこんなことすんだよ!?」


「描いてある」


「描いてあるのとやるのは別だ！　なんでこんな……おめえ、普ふ通つうキスとかするもんだろうが」


　リーラはぱらぱらページをめくり、眉まゆを顰ひそめる。


「そんなシーンはどこにもないぞ」


「省しよう略りやくしてんだよ！」


「省略されているということは、不必要だと判はん断だんして間ま違ちがいなかろう。これをやるべきだ」


　妙みように頑がん固こであった。リーラは信念を持っているがゆえ、修しゆ羅ら場ばにも動じることはないが、しばしば思い込みに変化して頑がん迷めいとの印象を与あたえることもある。今がそうだった。


「男性がいないのは仕方ないな。訓練だから、女同士でもいいだろう」


「あ、あたしはやだぞ」


　セレンは後ずさりした。


「こう見えても趣しゆ味みはノーマルなんだ。こんな牛乳ぶちまけたような絵の再現なんかするか。おいヴァルトルート。代われ」


「い、嫌いやです」


　鈍どん重じゆうな戦車を手足のように操あやつり、どんな攻こう撃げきにも一歩も引かないと言われているメイドが、かぶりを振った。


「私もノーマルです。これを見てその気になるなんて、メイド士官学校の同期に知られたらどんな目に遭あうか。ベアートリクスが適てき任にんです」


「え、わたし!?」


　正確無む比ひな射しや撃げきと炊すい事じによって、精せい密みつ機械と呼ばれたメイドが悲鳴を上げた。


「絶対できません！　リーラ大尉ハウスキーパーだからとか、そんな問題じゃありません。それよりヴァルトルートは前に女の子とキスしたことがあるって言ってました！」


「したことないわよ！　子供のころ、おでこにちゅって……」


「経験者です！」


　メイド二人が相手に押しつけだした。寒風吹ふきすさぶ雪山で歩ほ哨しようができるほどの精神力を持っているが、今は狼ろう狽ばいして摑つかみ合いをはじめる寸前だった。


「ネリーが、ネリーの方が適任です！」


　ベアートリクスに言われたネリーは驚おどろいていた。セレンは、


「おい、ネリー。お前……」


　ネリーは顔を赤らめて、何な故ぜかもじもじしていた。


「えっと……その……どうしてもというのなら、ですけど……」


「いや、いい。なんだか冗じよう談だんになりそうもない」


　セレンが手を振ってストップする。


「くじ引きで決めよう。恨うらみっこなしだ」


　そしてリーラとネリーを除のぞくメイドの間でくじ引きがおこなわれた。一発勝負。こよりを引いて先せん端たんが赤かったら当たり（？）。


　実戦よりも緊きん張ちようした雰ふん囲い気きの中でおこなわれた。


「うわっ、あたしかよ」


　当たりを引いたのはセレンだった。外はずれたメイドたちは万ばん歳ざい三さん唱しよう。


「ありがとうございます、中尉ハウスメイド」


「このご恩おんは一時間ほど忘れません！」


　セレンはこの世の終わりみたいな顔をしている。喜き怒ど哀あい楽らくを表わすタイプではあるが、哀がここまで大きいのも珍しい。


「な、なあ……本当にやるのか」


「訓練とはそういうものだ」


「窓、カーテン閉めようぜ」


「駄だ目めだ。それでは意味がない」


「見せつける趣しゆ味みでもあんのかよ……」


　だがリーラはあくまで真しん剣けんである。セレンはどうにかして逃にげ出したがっていた。


「せめてここでやらなくてもいいんじゃねえのか？」


「わたしとしては、今後のためもあるから、部下に見てもらいたいと思っているくらいだ」


「おっ、おい！　どんな趣味だよ。こんなことバレたらメイド軍法会議に告こく発はつされちまうぞ」


「訓練中の死者でもないのに告発されるのか？」


　まったくためらいがない。リーラはちらっと窓外に目をやると、ベアートリクスに告げた。


「小隊を集めろ。武装は通常」


「え……武装させるのですか？」


「訓練だからといって手ぶらでくるメイドがいるか。それと」


　ベアートリクスの耳に、なにやら囁ささやく。


「はっ、はい」


　彼女は敬けい礼れいし、慌あわてて飛びだしていく。残ったメイドには、この場を離はなれられなかった絶望が押し寄せてきて、さらに本気でこの光景を見せるつもりなのかと思って戦せん慄りつした。


　リーラは机つくえを片付けさせた。部屋の中央に広いスペースができる。


「セレン、わたしが寝ねっ転ころがった方がいいか」


「勝手にしてくれ……」


　じゃあとばかり、リーラが横になる。セレンはこわごわ上に乗った。


　リーラが仰あお向むけ、セレンがその上という構こう図ず。セレンの両りよう腕うではリーラの顔の横に置かれており、端はたから見るとなんとも淫いん猥わいである。なにしろ二人とも美人であり、かつメイド服を着ているのだ。


　見ているメイドたちは、一いち様ように顔が赤い。顔を背そむけると叱しつ責せきされるので見つめざるを得ない。さきほどまでのふざけ半分とは違ちがった、「冗談にならない光景」が広がりつつあった。


　冗談以外のなにかを実感しているのは、セレンも同じである。


「なあリーラ……なんだか妙みような気分だ。というか、恥はずかしくて死にそうだ」


「訓練に恥ずかしいもなにもあるか」


「なんでさっきまで赤せき面めんしていた女が、性しよう根ねを据すえるんだよ」


「訓練に動じたことはない」


　そしてリーラは、セレンの首に両腕を回した。


「おいおい!?」


「こんなシーンがあった」


「ありゃ男と女がやるもので……」


「なにかの役やくに立つかもしれない」


「立つわけねえだろ。どこに男がいんだよ。お前、今のご主人様だってもう年だって言ったじゃねえか」


「年若い、学生のご主人様を迎むかえることも考えられる」


「ねえよ！」


　抗こう議ぎをものともせず、リーラは首に回した腕を引っ張った。周囲から「きゃ……」とのかすれた悲ひ鳴めい。焦あせるセレン。


「近い近い近い！　そんな趣味はないんだよ！」


「わたしだってない」


「ないならどうしてやるんだ！」


「必要だからだ」


「必要なものか。こんなのはプライベートの範はん囲いで留とどめるべきだろう!?」


「プライベートでセクシャルなコミックを買ってくる人間もいる」


「あたしのせいかよ！」


　セレンとしては文もん句くを言い続けるしかない。なにせリーラと身体からだが密みつ着ちやくしているのだ。なるべく離そうとしているのだが、下になったリーラが引っ張るのでどうしようもない。


　リーラの顔がん面めんとセレンの顔面が急接近する。


「確かに近いな」


　ぽつりとリーラが漏もらす。


「だからそう言ったろ！」


「このような趣味がないから、気持ち悪い」


「あたしだってだよ！」


「ならもう少し近づけ」


　リーラがまた腕に力を込める。セレンは絶ぜつ望ぼう感かんを漂ただよわせていた。


「なんて顔をしている。これからが本番だろう」


「いらねえよそんな本番……」


「お前好みだぞ」


「え……」


　次の瞬しゆん間かん。


　リーラは腰こしからワルサーＰ38を引き抜ぬいた。そして身体を捻ひねり、一いつ挙きよ動作で撃げき鉄てつを起こして照しよう準じゆんを合わせる。


　窓の外の人ひと影かげを確かく認にんした瞬間に撃うつ。


　轟ごう音おん。セレンはとっくにリーラの上から降りており、他のメイドたちも身を低くして壁かべ際ぎわに寄っている。拳けん銃じゆうをホルスターから抜いた瞬間から全員が動いていた。


　リーラは続けて発はつ砲ぽうしながら、右腰の無線機のスイッチを入れた。


「ベアートリクス、小隊を率ひきいて一帯を封ふう鎖さしろ。恐おそらく他コスチューム団体のコマンドだ。さっき命めいじたとおりに」


（了りよう解かい）


　雑ざつ音おん混まじりだったが、しっかりとした返へん答とう。


　やがて窓の外から、軽けい快かいな射撃音と、ベアートリクスの甲かん高だかい命令が聞こえてきた。





　ベアートリクスの指揮する第二猟兵メイド小隊は、屋や敷しきを攻こう撃げきしようとした敵てきコマンドを包囲し、ほぼ全すべてを捕ほ虜りよにした。窓の下に集まっていたので、捕とらえるのも用意であった。これがセオリー通りに複ふく数すう箇か所しよから侵しん入にゆうされていたら、こうはいかなかっただろう。無論、機き先せんを制せいすることができたのも大きい。


「やつらは、水すい銀ぎん旅りよ団だんのコマンドだな」


　武将解除をさせられ、ベアートリクスに連れて行かれる男性の集団を見ながら言った。


「近ちか頃ごろご主人様のところへ、しきりと圧力をかけているらしい。ここを襲おそおうとしたのもその一いつ環かんだろう」


　セレンはうんざりした顔で、紙巻きタバコを取り出す。彼女自身その後の戦せん闘とうにも参加したので、タバコがよれよれになっていた。


「水銀旅団って、あの過か激げき派はか。えらいのに目をつけられたな」


「いずれ本格的に戦うだろうな」


　リーラはワルサーＰ38の残ざん弾だんを確認してからホルスターに収おさめた。


「よくコマンドが潜せん入にゆうしてるって分かったな」


「注意通つう達たつは出ていた。拳銃を手放さなかったのもそのため。窓の外では人影がちらちらしていた」
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「たいしたもんだね、あの最中に外の注意をしていたのか」


「ずっと気にしていた」


「そいつぁすげえや」


　男女の絡からみに顔を赤らめながらも、意識の一部はちゃんと働いていたのである。なかなかできる芸げい当とうではない。


　セレンはしきりと感心していた。火を点つけないままタバコをくわえる。


「気け配はいは前からあった」


「カーテン閉めなかったのもそのせいか」


「閉めたら見えなくなる。あの窓から侵入しようとしていた」


「あー、なら」


　セレンは咳せき払ばらい。


「あんな、訓練だなんて言い出したのはなんでだ」


「水銀旅団はカメラでの盗とう撮さつを趣しゆ味みにするものが多い。女同士であの手の話をしていれば、近寄ってくるのは必然だ」


「なるほどね……って、もしかして、そのことも考えてあたしに本を広げさせたのか!?」


「そんなわけあるか」


　リーラは眉み間けんに皺しわを寄せる。


「あれは全て没ぼつ収しゆうだ。他のメイドに悪い影えい響きようを与あたえる。熱中されては本業がおろそかになる」


「ちぇ」


「文句があるなら、わたしがこのことで告発してもいいぞ」


「分かったよ」


　セレンは手を振ふった。そしてようやく、ライターを取り出した。


　タバコの先に火を点けて、軽く吸すい込こむ。


「リーラの危機管理には恐おそれ入った。あたしの持ってきた本を使って手て柄がらを一つ立てちまうんだからな。また勲くん章しようもらえるぜ」


「これくらいなら授じゆ与よはされん。わたしもいらない」


　欲のないやつだ、とセレンが呟つぶやく。すでにリーラの胸むねにはカチューシャ付紺こん色いろ騎き士しメイド十字章が輝かがやいている。確かにこれ以上となると、ちょっとやそっとでは授与されないだろう。


「ところでさ」


　とセレン。


「なんだ。わたしは報告書を書かなければならん」


「今日の騒さわぎ、なんだかんだでリーラは最後まで冷れい静せいさを失うしなってなかった。そりゃ分かったけど、あれだよ」


　セレンはさすがに声を小さく、しかしはっきりと訊きいた。


「……経験ないって、本当なのか？」


「答える義務はないな」


　リーラはいつもと同じ口く調ちようで、さらりとかわした。














　あとがき







　築つき地じです。メイドの最新刊をお届けします。今はドラゴンマガジン掲載分が載っているため、ちょっと入れ子の構造となっています。前巻と合わせてお読みください。





　さてメイドといえば執しつ事じです（なに言ってんだ俺）。私はメイド喫茶には一回しか行ったことはなくて、しかも他の作家さんと一緒でした。三年くらい前の話ですから、記憶もボケています。なので執事喫茶の話を聞いても、行く気は起こりませんでした。男性は入れないっぽいし。


　そこで行ってきたのが、チャレンジ精神に溢あふれる私の奥さんです。わざわざ予約して（と言っても、予約しなきゃ入れない人気店なんだそうですが）友人と堪たん能のうしてきました。


　私の執事のイメージは、「執事」と書かれた足あし軽がるがのぼりを背負い、騎乗した黒服蝶ネクタイのおっさんの采さい配はいの元、槍を持って敵に向かって突進する。はたまたジャングルを舞台に見えない侵略者相手に血みどろになりながらも戦い、でもお茶の時間は休憩するイメージなのですが、別にそんなことはなかったそうです。メニューも普通の喫茶店だったとかなんとか。


　でも高級料理店みたいにテーブル一つに担当がついていたそうです。私は「きっとその担当が実は世を忍ぶ仮の姿で、嫁候補を探している石油王の息子なんじゃねえの」と思ったのですが、「そんなことあるか」と一いつ蹴しゆう。新米だったので、あえて担当としてついていた模様。新米ってあたりが今回の夕菜っぽいのですが、やはり接客業は現場で場数を踏むことがなにより大事なようです。


　奥さんはもう満足したそうですが、友人の人たちはまだまだ行くとのこと。新米の執事に客としてついて、一人前にするのだと意気込んでいます。ホストクラブみたい。





　ではこれで。次のまぶらほは、多分来年頭です。





二〇〇八年九月二十日




築地　俊とし彦ひこ
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番外編
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まぶらほ


～またまたメイドの巻～





築つき地じ俊とし彦ひこ
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